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市第 160 号議案 

   横浜市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例 

等の一部改正 

 横浜市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例等の一部

を改正する条例を次のように定める。 

   令和３年３月12日提出 

                 横浜市長 林   文 子 

横浜市条例（番号） 

   横浜市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例 

等の一部を改正する条例 

 （横浜市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部 

改正） 

第１条 横浜市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例（

平成24年12月横浜市条例第60号）の一部を次のように改正する。 

第６条第１項中「児童福祉施設」の次に「（障害児入所施設及

び児童発達支援センター（以下「障害児入所施設等」という。）

を除く。第13条第２項において同じ。）」を加え、同条の次に次

の１条を加える。 

第６条の２ 障害児入所施設等においては、消火設備その他非常

災害の際に必要な設備を設けるとともに、非常災害に対する具

体的な計画を立て、非常災害の発生時の関係機関への通報及び

連絡体制を整備し、それらを定期的に職員に周知しなければな

らない。 

２ 障害児入所施設等においては、非常災害に備えるため、避難

及び消火に対する訓練にあっては毎月１回、救出その他必要な
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訓練にあっては定期的に行わなければならない。 

３ 障害児入所施設等においては、前項の訓練の実施に当たって

、地域住民の参加が得られるよう連携に努めなければならない

。 

  第12条の次に次の１条を加える。 

（業務継続計画の策定等） 

第12条の２ 障害児入所施設等においては、感染症、非常災害等

の発生時において、利用者に対する障害児入所支援又は児童発

達支援の提供を継続的に実施するため及び非常時の体制で早期

の業務再開を図るための計画（以下「業務継続計画」という。

）を策定し、当該業務継続計画に従い必要な措置を講じなけれ

ばならない。 

２ 障害児入所施設等においては、職員に対し、業務継続計画に

ついて周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に実施

しなければならない。 

３ 障害児入所施設等においては、定期的に業務継続計画の見直

しを行い、必要に応じてその変更を行うものとする。 

  第13条第２項中「又は」を「及び」に改め、同条中第４項を第

５項とし、第３項を第４項とし、第２項の次に次の１項を加える

。 

３ 障害児入所施設等においては、感染症及び食中毒が発生し、

及びまん延しないように、次に掲げる措置を講じなければなら

ない。 

(1) 当該障害児入所施設等における感染症及び食中毒の予防及

びまん延の防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話
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装置その他の情報通信機器を活用して行うことができるもの

とする。）を定期的に開催するとともに、その結果について

、職員に周知徹底を図ること。 

(2) 当該障害児入所施設等における感染症及び食中毒の予防及

びまん延の防止のための指針を整備すること。 

(3) 当該障害児入所施設等において、職員に対し、感染症及び

食中毒の予防及びまん延の防止のための研修並びに感染症の

予防及びまん延の防止のための訓練を定期的に実施すること

。 

第27条第９項中「。）」の次に「若しくは大学院」を、「学科

」の次に「、研究科」を加え、「これに」を「これらに」に改め

る。 

 第65条第３項中「 4.3 」を「４」に改め、同条第10項中「乳幼

児」を「児童」に改め、「につき１人以上、少年おおむね５人」

を削る。 

第84条第１項中「、機能訓練担当職員」を「機能訓練担当職員

」に改め、「）を」の次に「、日常生活及び社会生活を営むため

に医療的ケア（人工呼吸器による呼吸管理、喀痰
か く た ん

吸引その他省令

の規定により厚生労働大臣が定める医療行為をいう。以下同じ。

）を恒常的に受けることが不可欠である障害児に医療的ケアを行

う場合には看護職員を、それぞれ」を加え、同項ただし書中「児

童40人以下を通わせる施設にあっては栄養士を、調理業務の全部

を委託する施設にあっては調理員」を「次の各号に掲げる施設又

は場合に応じ、それぞれ当該各号に定める職員」に改め、同項に

次の各号を加える。 

3



市第 160 号 

(1) 児童40人以下を通わせる施設 栄養士 

(2) 調理業務の全部を委託する施設 調理員 

(3) 医療機関等との連携により、看護職員を福祉型児童発達支

援センターに訪問させ、当該看護職員が障害児に対して医療

的ケアを行う場合 看護職員 

(4) 当該福祉型児童発達支援センター（社会福祉士及び介護福

祉士法（昭和62年法律第30号）第48条の３第１項の登録に係

る事業所である場合に限る。）において、医療的ケアのうち

喀痰吸引等（同法第２条第２項に規定する喀痰吸引等をいう

。）のみを必要とする障害児に対し、当該登録を受けた者が

自らの事業又はその一環として喀痰吸引等業務（同法第48条

の３第１項に規定する喀痰吸引等業務をいう。）を行う場合

 看護職員 

(5) 当該福祉型児童発達支援センター（社会福祉士及び介護福

祉士法附則第20条第１項の登録に係る事業所である場合に限

る。）において、医療的ケアのうち特定行為（同法附則第３

条第１項に規定する特定行為をいう。）のみを必要とする障

害児に対し、当該登録を受けた者が自らの事業又はその一環

として特定行為業務（同法附則第20条第１項に規定する特定

行為業務をいう。）を行う場合 看護職員 

第84条第２項中「及び機能訓練担当職員」を「、機能訓練担当

職員及び看護職員」に、「とする」を「とし、そのうち半数以上

は児童指導員又は保育士でなければならない」に改め、同条第６

項中「及び機能訓練担当職員」を「、機能訓練担当職員及び看護

職員」に改め、同条第７項中「第１項本文に規定する職員及び看
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護職員」を「嘱託医、児童指導員、保育士、栄養士、調理員、児

童発達支援管理責任者及び看護職員のほか、日常生活を営むのに

必要な機能訓練を行う場合には機能訓練担当職員」に改める。 

第96条第３項中「よる大学」の次に「若しくは大学院」を、「

学科」の次に「、研究科」を加え、「これ」を「これら」に改め

る。 

 （横浜市指定通所支援の事業等の人員、設備、運営等の基準に関

する条例の一部改正） 

第２条 横浜市指定通所支援の事業等の人員、設備、運営等の基準

に関する条例（平成24年12月横浜市条例第61号）の一部を次のよ

うに改正する。 

第３条第４項中「責任者の設置その他の」を削り、「講ずるよ

う努めなければ」を「講じなければ」に改める。 

第６条第１項第１号中「、保育士（」を「又は保育士（」に改

め、「又は学校教育法（昭和22年法律第26号）の規定による高等

学校若しくは中等教育学校を卒業した者、同法第90条第２項の規

定により大学への入学を認められた者、通常の課程による12年の

学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当

する学校教育を修了した者を含む。）若しくは文部科学大臣がこ

れと同等以上の資格を有すると認定した者であって、２年以上障

害福祉サービスに係る業務に従事したもの（以下「障害福祉サー

ビス経験者」という。）」を削り、「、保育士又は障害福祉サー

ビス経験者」を「又は保育士」に改め、同条第２項中「おいて日

常生活」を「おいて、日常生活」に、「、機能訓練担当職員」を

「機能訓練担当職員」に改め、「）を」の次に「、日常生活及び
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社会生活を営むために医療的ケア（人工呼吸器による呼吸管理、

喀痰
か く た ん

吸引その他児童福祉法に基づく指定通所支援の事業等の人員

、設備及び運営に関する基準（平成24年厚生労働省令第15号。以

下「省令」という。）の規定により厚生労働大臣が定める医療行

為をいう。以下同じ。）を恒常的に受けることが不可欠である障

害児に医療的ケアを行う場合には看護職員（保健師、助産師、看

護師又は准看護師をいう。以下同じ。）を、それぞれ」を加え、

同項後段を削り、同項に次のただし書を加える。 

  ただし、次の各号のいずれかに該当する場合には、看護職員

を置かないことができる。 

(1) 医療機関等との連携により、看護職員を指定児童発達支援

事業所に訪問させ、当該看護職員が障害児に対して医療的ケ

アを行う場合 

(2) 当該指定児童発達支援事業所（社会福祉士及び介護福祉士

法（昭和62年法律第30号）第48条の３第１項の登録に係る事

業所である場合に限る。）において、医療的ケアのうち喀痰

吸引等（同法第２条第２項に規定する喀痰吸引等をいう。以

下同じ。）のみを必要とする障害児に対し、当該登録を受け

た者が自らの事業又はその一環として喀痰吸引等業務（同法

第48条の３第１項に規定する喀痰吸引等業務をいう。以下同

じ。）を行う場合 

(3) 当該指定児童発達支援事業所（社会福祉士及び介護福祉士

法附則第20条第１項の登録に係る事業所である場合に限る。

）において、医療的ケアのうち特定行為（同法附則第３条第

１項に規定する特定行為をいう。以下同じ。）のみを必要と

6



市第 160 号 

 

する障害児に対し、当該登録を受けた者が自らの事業又はそ

の一環として特定行為業務（同法附則第20条第１項に規定す

る特定行為業務をいう。以下同じ。）を行う場合 

第６条中第７項を第８項とし、同条第６項中「第１項第１号」

を「第３項の規定により機能訓練担当職員等の数を含める場合に

おける第１項第１号」に、「、保育士及び障害福祉サービス経験

者」を「又は保育士の合計数」に改め、同項を同条第７項とし、

同条第５項中「、保育士又は障害福祉サービス経験者」を「又は

保育士」に改め、同項を同条第６項とし、同条第４項中「第２項

」を「第３項」に改め、同項を同条第５項とし、同条第３項中「

前２項」を「前３項」に改め、同項第２号中「（保健師、助産師

、看護師又は准看護師をいう。以下同じ。）」を削り、同項を同

条第４項とし、同条第２項の次に次の１項を加える。 

３ 前項の規定に基づき、機能訓練担当職員又は看護職員（以下

「機能訓練担当職員等」という。）を置いた場合において、当

該機能訓練担当職員等が指定児童発達支援の単位ごとにその提

供を行う時間帯を通じて専ら当該指定児童発達支援の提供に当

たる場合には、当該機能訓練担当職員等の数を第１項第１号の

児童指導員又は保育士の合計数に含めることができる。 

第７条第２項中「日常生活」を「、日常生活」に、「、機能訓

練担当職員を」を「機能訓練担当職員を、日常生活及び社会生活

を営むために医療的ケアを恒常的に受けることが不可欠である障

害児に医療的ケアを行う場合には看護職員を、それぞれ」に改め

、同項後段を削り、同項に次のただし書を加える。 

  ただし、次の各号のいずれかに該当する場合には、看護職員
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を置かないことができる。 

(1) 医療機関等との連携により、看護職員を指定児童発達支援

事業所に訪問させ、当該看護職員が障害児に対して医療的ケ

アを行う場合 

(2) 当該指定児童発達支援事業所（社会福祉士及び介護福祉士

法第48条の３第１項の登録に係る事業所である場合に限る。

）において、医療的ケアのうち喀痰吸引等のみを必要とする

障害児に対し、当該登録を受けた者が自らの事業又はその一

環として喀痰吸引等業務を行う場合 

(3) 当該指定児童発達支援事業所（社会福祉士及び介護福祉士

法附則第20条第１項の登録に係る事業所である場合に限る。

）において、医療的ケアのうち特定行為のみを必要とする障

害児に対し、当該登録を受けた者が自らの事業又はその一環

として特定行為業務を行う場合 

第７条第６項中「第１項から第４項まで（第１項第１号を除く

。）」を「第１項（第１号を除く。）、第２項、第４項及び第５

項」に改め、同項を同条第８項とし、同条第５項中「第３項第１

号及び次項」を「第４項第１号及び第８項」に改め、同項を同条

第６項とし、同項の次に次の１項を加える。 

７ 第３項の規定により機能訓練担当職員等の数を含める場合に

おける第１項第２号アの児童指導員及び保育士の総数の半数以

上は、児童指導員又は保育士でなければならない。 

第７条第４項中「第２項」の次に「及び第３項」を、「数を」

の次に「同項第２号アの」を加え、同項を同条第５項とし、同条

第３項中「前項」を「前２項」に改め、「の各号に掲げる従業者
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」の次に「（第２項各号のいずれかに該当する場合にあっては、

第３号に掲げるものを除く。）」を、「数を」の次に「第１項第

２号アの」を加え、同項に次の１号を加え、同項を同条第４項と

する。 

(3)  日常生活及び社会生活を営むために医療的ケアを恒常的に

受けることが不可欠である障害児に医療的ケアを行う場合に

あっては、看護職員 医療的ケアを行うために必要な数 

  第７条第２項の次に次の１項を加える。 

３ 前項の規定に基づき、機能訓練担当職員等を置いた場合にお

いては、当該機能訓練担当職員等の数を第１項第２号アの児童

指導員及び保育士の総数に含めることができる。 

  第24条第４項中「児童福祉法に基づく指定通所支援の事業等の

人員、設備及び運営に関する基準（平成24年厚生労働省令第15号

。以下「省令」という。）」を「省令」に改める。 

  第28条第５項中「会議」の次に「（テレビ電話装置その他の情

報通信機器（以下「テレビ電話装置等」という。）を活用して行

うことができるものとする。）」を加える。 

  第38条中「第44条」を「第44条第１項」に改める。 

 第39条に次の１項を加える。 

４ 指定児童発達支援事業者は、適切な指定児童発達支援の提供

を確保する観点から、職場において行われる性的な言動又は優

越的な関係を背景とした言動であって業務上必要かつ相当な範

囲を超えたものにより従業者の就業環境が害されることを防止

するための方針の明確化その他の必要な措置を講じなければな

らない。 
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  第39条の次に次の１条を加える。 

  （業務継続計画の策定等） 

第39条の２ 指定児童発達支援事業者は、感染症、非常災害等の

発生時において、利用者に対する指定児童発達支援の提供を継

続的に実施するため及び非常時の体制で早期の業務再開を図る

ための計画（以下「業務継続計画」という。）を策定し、当該

業務継続計画に従い必要な措置を講じなければならない。 

２ 指定児童発達支援事業者は、従業者に対し、業務継続計画に

ついて周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に実施

しなければならない。 

３ 指定児童発達支援事業者は、定期的に業務継続計画の見直し

を行い、必要に応じてその変更を行うものとする。 

  第41条に次の１項を加える。 

３ 指定児童発達支援事業者は、前項に規定する訓練の実施に当

たって、地域住民の参加が得られるよう連携に努めなければな

らない。 

  第42条第２項中「は、」の次に「当該」を加え、「又は」を「

及び」に、「必要な措置を講ずるよう努めなければ」を「、次に

掲げる措置を講じなければ」に改め、同項に次の各号を加える。 

(1)  当該指定児童発達支援事業所における感染症及び食中毒の

予防及びまん延の防止のための対策を検討する委員会（テレ

ビ電話装置等を活用して行うことができるものとする。）を

定期的に開催するとともに、その結果について、従業者に周

知徹底を図ること。 

  (2)  当該指定児童発達支援事業所における感染症及び食中毒の
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予防及びまん延の防止のための指針を整備すること。 

(3)  当該指定児童発達支援事業所において、従業者に対し、感

染症及び食中毒の予防及びまん延の防止のための研修並びに

感染症の予防及びまん延の防止のための訓練を定期的に実施

すること。 

  第44条に次の１項を加える。 

２ 指定児童発達支援事業者は、前項に規定する重要事項を記載

した書面を当該指定児童発達支援事業所に備え付け、かつ、こ

れをいつでも関係者に自由に閲覧させることにより、同項の規

定による掲示に代えることができる。 

  第45条第１項中「次項において」を「以下」に改め、同条に次

の１項を加える。 

３ 指定児童発達支援事業者は、身体拘束等の適正化を図るため

、次に掲げる措置を講じなければならない。 

(1)  身体拘束等の適正化のための対策を検討する委員会（テレ

ビ電話装置等を活用して行うことができるものとする。）を

定期的に開催するとともに、その結果について、従業者に周

知徹底を図ること。 

(2)  身体拘束等の適正化のための指針を整備すること。 

(3)  従業者に対し、身体拘束等の適正化のための研修を定期的

に実施すること。 

  第46条に次の１項を加える。 

２ 指定児童発達支援事業者は、虐待の発生又はその再発を防止

するため、次に掲げる措置を講じなければならない。 

 (1)  当該指定児童発達支援事業所における虐待の防止のための
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対策を検討する委員会（テレビ電話装置等を活用して行うこ

とができるものとする。）を定期的に開催するとともに、そ

の結果について、従業者に周知徹底を図ること。 

(2)  当該指定児童発達支援事業所において、従業者に対し、虐

待の防止のための研修を定期的に実施すること。 

(3)  前２号に掲げる措置を適切に実施するための担当者を置く

こと。 

  第52条第２項中「学校教育法」の次に「（昭和22年法律第26号

）」を加える。 

  第56条第１項第１号中「、保育士又は障害福祉サービス経験者

」を「又は保育士」に改め、同条第３項を削る。 

  第71条後段中「第44条」を「第44条第１項」に改める。 

  第73条第１項第１号中「、保育士又は障害福祉サービス経験者

」を「又は保育士」に改め、同条第２項中「日常生活」を「、日

常生活」に、「、機能訓練担当職員を」を「機能訓練担当職員を

、日常生活及び社会生活を営むために医療的ケアを恒常的に受け

ることが不可欠である障害児に医療的ケアを行う場合には看護職

員を、それぞれ」に改め、同項後段を削り、同項に次のただし書

を加える。 

   ただし、次の各号のいずれかに該当する場合には、看護職員

を置かないことができる。 

  (1)  医療機関等との連携により、看護職員を指定放課後等デイ

サービス事業所に訪問させ、当該看護職員が障害児に対して

医療的ケアを行う場合 

  (2)  当該指定放課後等デイサービス事業所（社会福祉士及び介
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護福祉士法第48条の３第１項の登録に係る事業所である場合

に限る。）において、医療的ケアのうち喀痰吸引等のみを必

要とする障害児に対し、当該登録を受けた者が自らの事業又

はその一環として喀痰吸引等業務を行う場合 

 (3)  当該指定放課後等デイサービス事業所（社会福祉士及び介

護福祉士法附則第20条第１項の登録に係る事業所である場合

に限る。）において、医療的ケアのうち特定行為のみを必要

とする障害児に対し、当該登録を受けた者が自らの事業又は

その一環として特定行為業務を行う場合 

第73条中第７項を第８項とし、同条第６項中「第１項第１号」

を「第３項の規定により機能訓練担当職員等の数を含める場合に

おける第１項第１号」に、「、保育士及び障害福祉サービス経験

者」を「又は保育士の合計数」に改め、同項を同条第７項とし、

同条第５項中「、保育士又は障害福祉サービス経験者」を「又は

保育士」に改め、同項を同条第６項とし、同条第４項中「第２項

」を「第３項」に改め、同項を同条第５項とし、同条第３項中「

前２項」を「前３項」に改め、同項を同条第４項とし、同条第２

項の次に次の１項を加える。 

３ 前項の規定に基づき、機能訓練担当職員等を置いた場合にお

いて、当該機能訓練担当職員等が指定放課後等デイサービスの

単位ごとにその提供を行う時間帯を通じて専ら当該指定放課後

等デイサービスの提供に当たる場合には、当該機能訓練担当職

員等の数を第１項第１号の児童指導員又は保育士の合計数に含

めることができる。 

  第79条第１項第１号中「、保育士又は障害福祉サービス経験者
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」を「又は保育士」に改め、同条第３項を削る。 

  第81条の３第２項中「の学部で、」を「（短期大学を除く。）

若しくは大学院において」に改め、「学科」の次に「、研究科」

を加え、「これに」を「これらに」に改める。 

  第81条の９中「第39条」の次に「、第39条の２」を加える。 

  第89条中「第39条」の次に「、第39条の２」を加え、同条後段

中「第44条」を「第44条第１項」に改める。 

  第90条第１項中「第６条第１項、第２項及び第４項、第７条」

を「第６条第１項から第３項まで及び第５項、第７条（第３項及

び第７項を除く。）」に、「第73条第１項、第２項及び第４項」

を「第73条第１項から第３項まで及び第５項」に、「「指定児童

発達支援の」とあるのは「指定通所支援の」と、同条第４項」を

「同条第３項及び第５項」に、「多機能型事業所」と、同条第３

項」を「多機能型事業所」と、同条第４項」に、「指定通所支援

」と、同条第４項」を「指定通所支援」と、同条第５項」に、「

同条第５項」を「同条第６項」に、「同条第６項」を「同条第８

項」に、「「指定放課後等デイサービスの」とあるのは「指定通

所支援の」と、同条第４項」を「同条第３項及び第５項」に改め

、同条第２項中「第６条第５項」を「第６条第６項」に、「第73

条第５項」を「第73条第６項」に改める。 

附則第３項中「第７条第１項第２号ア及び第３項第１号」を「

第７条第１項第２号ア及び第４項第１号」に、「同条第３項第１

号」を「同条第４項第１号」に改める。 

（横浜市指定障害児入所施設等の人員、設備、運営等の基準に関

する条例の一部改正） 
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第３条 横浜市指定障害児入所施設等の人員、設備、運営等の基準

に関する条例（平成24年12月横浜市条例第62号）の一部を次のよ

うに改正する。 

  第３条第４項中「責任者の設置その他の」を削り、「講ずるよ

う努めなければ」を「講じなければ」に改める。 

  第５条第１項第３号ア(ｱ)中「 4.3 」を「４」に改め、同号ア(ｲ)

中「である乳児又は幼児（同条第３項第３号及び第53条第１項第

２号において「乳幼児」という。）」及び「及び障害児である少

年の数を５で除して得た数の合計数」を削り、「合計数に」を「

数に」に改める。 

  第５条第３項中「前項」を「第２項」に改め、同項を同条第４

項とし、同条第２項の次に次の１項を加える。 

３ 前項に規定する心理指導担当職員は、学校教育法（昭和22年

法律第26号）の規定による大学（短期大学を除く。）若しくは

大学院において心理学を専修する学科、研究科若しくはこれら

に相当する課程を修めて卒業した者であって、個人及び集団心

理療法の技術を有するもの又はこれと同等以上の能力を有する

と認められる者でなければならない。 

  第６条第３項第３号中「乳幼児」を「乳児又は幼児（以下「乳

幼児」という。）」に改める。 

  第22条第５項中「会議」の次に「（テレビ電話装置その他の情

報通信機器（以下「テレビ電話装置等」という。）を活用して行

うことができるものとする。）」を加える。 

  第35条中「第41条において」を「以下」に改める。 

  第36条に次の１項を加える。 
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４ 指定福祉型障害児入所施設は、適切な指定入所支援の提供を

確保する観点から、職場において行われる性的な言動又は優越

的な関係を背景とした言動であって業務上必要かつ相当な範囲

を超えたものにより従業者の就業環境が害されることを防止す

るための方針の明確化その他の必要な措置を講じなければなら

ない。 

  第36条の次に次の１条を加える。 

  （業務継続計画の策定等） 

第36条の２ 指定福祉型障害児入所施設は、感染症、非常災害等

の発生時において、利用者に対する指定入所支援の提供を継続

的に実施するため及び非常時の体制で早期の業務再開を図るた

めの計画（以下「業務継続計画」という。）を策定し、当該業

務継続計画に従い必要な措置を講じなければならない。 

２ 指定福祉型障害児入所施設は、従業者に対し、業務継続計画

について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に実

施しなければならない。 

３ 指定福祉型障害児入所施設は、定期的に業務継続計画の見直

しを行い、必要に応じてその変更を行うものとする。 

  第38条に次の１項を加える。 

３ 指定福祉型障害児入所施設は、前項に規定する訓練の実施に

当たって、地域住民の参加が得られるよう連携に努めなければ

ならない。 

  第39条第２項中「又は」を「及び」に、「必要な措置を講ずる

よう努めなければ」を「、次に掲げる措置を講じなければ」に改

め、同項に次の各号を加える。 
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  (1)  当該指定福祉型障害児入所施設における感染症及び食中毒

の予防及びまん延の防止のための対策を検討する委員会（テ

レビ電話装置等を活用して行うことができるものとする。）

を定期的に開催するとともに、その結果について、従業者に

周知徹底を図ること。 

  (2)  当該指定福祉型障害児入所施設における感染症及び食中毒

の予防及びまん延の防止のための指針を整備すること。 

(3)  当該指定福祉型障害児入所施設において、従業者に対し、

感染症及び食中毒の予防及びまん延の防止のための研修並び

に感染症の予防及びまん延の防止のための訓練を定期的に実

施すること。 

  第41条に次の１項を加える。 

２ 指定福祉型障害児入所施設は、前項に規定する重要事項を記

載した書面を当該指定福祉型障害児入所施設に備え付け、かつ

、これをいつでも関係者に自由に閲覧させることにより、同項

の規定による掲示に代えることができる。 

  第42条第１項中「次項において」を「以下」に改め、同条に次

の１項を加える。 

３ 指定福祉型障害児入所施設は、身体拘束等の適正化を図るた

め、次に掲げる措置を講じなければならない。 

 (1)  身体拘束等の適正化のための対策を検討する委員会（テレ

ビ電話装置等を活用して行うことができるものとする。）を

定期的に開催するとともに、その結果について、従業者に周

知徹底を図ること。 

  (2)  身体拘束等の適正化のための指針を整備すること。 
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 (3)  従業者に対し、身体拘束等の適正化のための研修を定期的

に実施すること。 

  第43条に次の１項を加える。 

２ 指定福祉型障害児入所施設は、虐待の発生又はその再発を防

止するため、次に掲げる措置を講じなければならない。 

  (1)  当該指定福祉型障害児入所施設における虐待の防止のため

の対策を検討する委員会（テレビ電話装置等を活用して行う

ことができるものとする。）を定期的に開催するとともに、

その結果について、従業者に周知徹底を図ること。 

  (2)  当該指定福祉型障害児入所施設において、従業者に対し、

虐待の防止のための研修を定期的に実施すること。 

  (3)  前２号に掲げる措置を適切に実施するための担当者を置く

こと。 

  第58条後段中「第41条」を「第41条第１項」に改める。 

（横浜市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例等の一

部を改正する条例の一部改正） 

第４条 横浜市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例等

の一部を改正する条例（平成30年３月横浜市条例第35号）の一部

を次のように改正する。 

  附則第４項中「平成33年３月31日」を「令和４年３月31日」に

改める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

 （業務継続計画の策定等に係る経過措置） 
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２ この条例の施行の日（以下「施行日」という。）から令和６年

３月31日までの間、第１条の規定による改正後の横浜市児童福祉

施設の設備及び運営の基準に関する条例（以下「新設備運営基準

条例」という。）第12条の２、第２条の規定による改正後の横浜

市指定通所支援の事業等の人員、設備、運営等の基準に関する条

例（以下「新指定通所支援基準条例」という。）第39条の２（新

指定通所支援基準条例第55条の６、第59条、第71条、第78条、第

78条の３、第81条、第81条の９及び第89条において準用する場合

を含む。）及び第３条の規定による改正後の横浜市指定障害児入

所施設等の人員、設備、運営等の基準に関する条例（以下「新指

定入所施設等基準条例」という。）第36条の２（新指定入所施設

等基準条例第58条において準用する場合を含む。）の規定の適用

については、新設備運営基準条例第12条の２第１項、新指定通所

支援基準条例第39条の２第１項及び新指定入所施設等基準条例第

36条の２第１項中「講じなければ」とあるのは「講ずるよう努め

なければ」と、新設備運営基準条例第12条の２第２項、新指定通

所支援基準条例第39条の２第２項及び新指定入所施設等基準条例

第36条の２第２項中「実施しなければ」とあるのは「実施するよ

う努めなければ」と、新設備運営基準条例第12条の２第３項、新

指定通所支援基準条例第39条の２第３項及び新指定入所施設等基

準条例第36条の２第３項中「行う」とあるのは「行うよう努める

」とする。 

 （感染症及び食中毒の予防及びまん延の防止のための措置に係る

経過措置） 

３ 施行日から令和６年３月31日までの間、新設備運営基準条例第
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13条第３項、新指定通所支援基準条例第42条第２項（新指定通所

支援基準条例第55条の６、第59条、第71条、第78条、第78条の３

、第81条、第81条の９及び第89条において準用する場合を含む。

）及び新指定入所施設等基準条例第39条第２項（新指定入所施設

等基準条例第58条において準用する場合を含む。）の規定の適用

については、これらの規定中「講じなければ」とあるのは、「講

ずるよう努めなければ」とする。 

（虐待の防止のための措置に係る経過措置） 

４ 施行日から令和４年３月31日までの間、新指定通所支援基準条

例第３条第４項及び第46条第２項（新指定通所支援基準条例第55

条の６、第59条、第71条、第78条、第78条の３、第81条、第81条

の９及び第89条において準用する場合を含む。）並びに新指定入

所施設等基準条例第３条第４項及び第43条第２項（新指定入所施

設等基準条例第58条において準用する場合を含む。）の規定の適

用については、これらの規定中「講じなければ」とあるのは、「

講ずるよう努めなければ」とする。 

（身体拘束等の適正化のための措置に係る経過措置） 

５ 施行日から令和４年３月31日までの間、新指定通所支援基準条

例第45条第３項（新指定通所支援基準条例第55条の６、第59条、

第71条、第78条、第78条の３、第81条、第81条の９及び第89条に

おいて準用する場合を含む。）及び新指定入所施設等基準条例第

42条第３項（新指定入所施設等基準条例第58条において準用する

場合を含む。）の規定の適用については、これらの規定中「講じ

なければ」とあるのは、「講ずるよう努めなければ」とする。 

 （従業員の員数等に係る経過措置） 
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６ この条例の施行の際現に存する横浜市児童福祉施設の設備及び

運営の基準に関する条例（以下「条例」という。）第64条第１項

第２号に規定する主として知的障害のある児童を入所させる福祉

型障害児入所施設については、新設備運営基準条例第65条第３項

の規定にかかわらず、令和４年３月31日までの間は、なお従前の

例による。 

７ この条例の施行の際現に存する条例第65条第８項に規定する主

として盲ろうあ児を入所させる福祉型障害児入所施設については

、新設備運営基準条例第65条第10項の規定にかかわらず、令和４

年３月31日までの間は、なお従前の例による。 

８ この条例の施行の際現に存する第１条の規定による改正前の条

例第84条第１項に規定する福祉型児童発達支援センターに対する

新設備運営基準条例第84条第２項の規定の適用については、令和

４年３月31日までの間、同項中「し、そのうち半数以上は児童指

導員又は保育士でなければならない」とあるのは、「する」とす

る。 

９ この条例の施行の際現に指定（児童福祉法（昭和22年法律第16 

4 号。以下「法」という。）第21条の５の３第１項の指定をいう

。附則第14項において同じ。）を受けている第２条の規定による

改正前の横浜市指定通所支援の事業等の人員、設備、運営等の基

準に関する条例（以下「旧指定通所支援基準条例」という。）第

６条第１項に規定する指定児童発達支援事業者（以下「旧指定児

童発達支援事業者」という。）については、新指定通所支援基準

条例第６条第１項及び第６項の規定にかかわらず、令和５年３月

31日までの間は、なお従前の例による。 
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10 旧指定児童発達支援事業者に対する新指定通所支援基準条例第

６条第３項及び第７項の規定の適用については、令和５年３月31

日までの間、同条第３項中「又は保育士」とあるのは「、保育士

又は学校教育法（昭和22年法律第26号）の規定による高等学校若

しくは中等教育学校を卒業した者、同法第90条第２項の規定によ

り大学への入学を認められた者、通常の課程による12年の学校教

育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する学

校教育を修了した者を含む。）若しくは文部科学大臣がこれと同

等以上の資格を有すると認定した者であって、２年以上障害福祉

サービスに係る業務に従事したもの（以下「障害福祉サービス経

験者」という。）」と、新指定通所支援基準条例第６条第７項中

「又は保育士の合計数」とあるのは「、保育士又は障害福祉サー

ビス経験者の合計数（看護職員を除く。）」とする。 

11 旧指定児童発達支援事業者については、新指定通所支援基準条

例第７条第７項の規定にかかわらず、令和４年３月31日までの間

は、なお従前の例による。 

12 この条例の施行の際現に旧指定通所支援基準条例第56条第１項

に規定する基準該当児童発達支援に関する基準を満たしている基

準該当児童発達支援事業者（同項に規定する基準該当児童発達支

援の事業を行う者をいう。）（以下「旧基準該当児童発達支援事

業者」という。）については、新指定通所支援基準条例第56条第

１項の規定にかかわらず、令和５年３月31日までの間は、なお従

前の例による。 

13 旧基準該当児童発達支援事業者については、旧指定通所支援基

準条例第56条第３項の規定は、令和５年３月31日までの間、なお
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その効力を有する。 

14 この条例の施行の際現に指定を受けている旧指定通所支援基準

条例第73条第１項に規定する指定放課後等デイサービス事業者（

以下「旧指定放課後等デイサービス事業者」という。）について

は、新指定通所支援基準条例第73条第１項及び第６項の規定にか

かわらず、令和５年３月31日までの間は、なお従前の例による。 

15 旧指定放課後等デイサービス事業者に対する新指定通所支援基

準条例第73条第３項及び第７項の規定の適用については、令和５

年３月31日までの間、同条第３項中「又は保育士」とあるのは「

、保育士又は障害福祉サービス経験者」と、同条第７項中「又は

保育士の合計数」とあるのは「、保育士又は障害福祉サービス経

験者の合計数（看護職員を除く。）」とする。 

16 この条例の施行の際現に旧指定通所支援基準条例第79条第１項

に規定する基準該当放課後等デイサービスに関する基準を満たし

ている基準該当放課後等デイサービス事業者（同項に規定する基

準該当放課後等デイサービスの事業を行う者をいう。）（以下「

旧基準該当放課後等デイサービス事業者」という。）については

、新指定通所支援基準条例第79条第１項の規定にかかわらず、令

和５年３月31日までの間は、なお従前の例による。 

17 旧基準該当放課後等デイサービス事業者については、旧指定通

所支援基準条例第79条第３項の規定は、令和５年３月31日までの

間、なおその効力を有する。 

18 この条例の施行の際現に指定（法第24条の２第１項の指定をい

う。次項において同じ。）を受けている第３条の規定による改正

前の横浜市指定障害児入所施設等の人員、設備、運営等の基準に
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関する条例（以下「旧指定入所施設等基準条例」という。）第５

条第１項第３号ア(ｱ)に規定する主として知的障害のある児童を入

所させる指定福祉型障害児入所施設については、新指定入所施設

等基準条例第５条第１項第３号ア(ｱ)の規定にかかわらず、令和４

年３月31日までの間は、なお従前の例による。 

19 この条例の施行の際現に指定を受けている旧指定入所施設等基

準条例第５条第１項第３号ア(ｲ)に規定する主として盲児（強度の

弱視児を含む。）又はろうあ児（強度の難聴児を含む。）を入所

させる指定福祉型障害児入所施設については、新指定障害児入所

施設等基準条例第５条第１項第３号ア(ｲ)の規定にかかわらず、令

和４年３月31日までの間は、なお従前の例による。 

 

   提 案 理 由 

児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部改正に伴い、 

関係規定の整備を図るため、横浜市児童福祉施設の設備及び運営の 

基準に関する条例等の一部を改正する必要があるので提案する。  
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 参  考  

   横 浜 市 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る 条 例 

（ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 
 （ 非 常 災 害 の 対 策 ）              

             （ 障 害 児 入 所 施 設 及 び 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー  
第 ６ 条  児 童 福 祉 施 設 
                                  
  （ 以 下 「 障 害 児 入 所 施 設 等 」 と い う 。） を 除 く 。 第 13 条 第 ２ 項 に 
                              
 お い て 同 じ 。）  に お い て は 、 消 火 器 等 の 消 火 用 具 、 非 常 口 そ の 他 

 

非 常 災 害 に 必 要 な 設 備 を 設 け る と と も に 、 非 常 災 害 に 対 す る 具 体 

 的 な 計 画 を 立 て 、 こ れ を 踏 ま え た 不 断 の 注 意 及 び 訓 練 を す る よ う 

 努 め な け れ ば な ら な い 。 

   （ 第 ２ 項 省 略 ） 

第 ６ 条 の ２   障 害 児 入 所 施 設 等 に お い て は 、 消 火 設 備 そ の 他 非 常 災 
 

 害 の 際 に 必 要 な 設 備 を 設 け る と と も に 、 非 常 災 害 に 対 す る 具 体 的 
 

 な 計 画 を 立 て 、 非 常 災 害 の 発 生 時 の 関 係 機 関 へ の 通 報 及 び 連 絡 体 
 

 制 を 整 備 し 、 そ れ ら を 定 期 的 に 職 員 に 周 知 し な け れ ば な ら な い 。 
 

２  障 害 児 入 所 施 設 等 に お い て は 、 非 常 災 害 に 備 え る た め 、 避 難 及 
 

 び 消 火 に 対 す る 訓 練 に あ っ て は 毎 月 １ 回 、 救 出 そ の 他 必 要 な 訓 練 
 

 に あ っ て は 定 期 的 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。 
 

３  障 害 児 入 所 施 設 等 に お い て は 、 前 項 の 訓 練 の 実 施 に 当 た っ て 、 
 

 地 域 住 民 の 参 加 が 得 ら れ る よ う 連 携 に 努 め な け れ ば な ら な い 。 
 

 （ 業 務 継 続 計 画 の 策 定 等 ） 
 

第 12 条 の ２  障 害 児 入 所 施 設 等 に お い て は 、 感 染 症 、 非 常 災 害 等 の 
 

発 生 時 に お い て 、 利 用 者 に 対 す る 障 害 児 入 所 支 援 又 は 児 童 発 達 支 
 

援 の 提 供 を 継 続 的 に 実 施 す る た め 及 び 非 常 時 の 体 制 で 早 期 の 業 務 
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再 開 を 図 る た め の 計 画 （ 以 下 「 業 務 継 続 計 画 」 と い う 。） を 策 定 
 

し 、 当 該 業 務 継 続 計 画 に 従 い 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 
 

。 
 

２  障 害 児 入 所 施 設 等 に お い て は 、 職 員 に 対 し 、 業 務 継 続 計 画 に つ 
 

い て 周 知 す る と と も に 、 必 要 な 研 修 及 び 訓 練 を 定 期 的 に 実 施 し な 
 

け れ ば な ら な い 。 
 

３  障 害 児 入 所 施 設 等 に お い て は 、 定 期 的 に 業 務 継 続 計 画 の 見 直 し 
 

を 行 い 、 必 要 に 応 じ て そ の 変 更 を 行 う も の と す る 。 
 

 （ 衛 生 管 理 等 ） 

第 13 条  （ 第 １ 項 省 略 ） 

                           及 び 
２  児 童 福 祉 施 設 に お い て は 、 感 染 症 及 び 食 中 毒 が 発 生 し 、   ま 

又 は 

ん 延 し な い よ う に 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 

。 

３  障 害 児 入 所 施 設 等 に お い て は 、 感 染 症 及 び 食 中 毒 が 発 生 し 、 及 
 

 び ま ん 延 し な い よ う に 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 
 

 。 
 

 (1)  当 該 障 害 児 入 所 施 設 等 に お け る 感 染 症 及 び 食 中 毒 の 予 防 及 び 
 

    ま ん 延 の 防 止 の た め の 対 策 を 検 討 す る 委 員 会 （ テ レ ビ 電 話 装 置 
 

    そ の 他 の 情 報 通 信 機 器 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 
 

    。） を 定 期 的 に 開 催 す る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 職 員 に 
 

    周 知 徹 底 を 図 る こ と 。 
 

 (2)  当 該 障 害 児 入 所 施 設 等 に お け る 感 染 症 及 び 食 中 毒 の 予 防 及 び 
 

    ま ん 延 の 防 止 の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。 
 

(3)  当 該 障 害 児 入 所 施 設 等 に お い て 、 職 員 に 対 し 、 感 染 症 及 び 食 
 

中 毒 の 予 防 及 び ま ん 延 の 防 止 の た め の 研 修 並 び に 感 染 症 の 予 防 
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及 び ま ん 延 の 防 止 の た め の 訓 練 を 定 期 的 に 実 施 す る こ と 。 
 

４ 
  （ 本 文 省 略 ） 
３ 

５ 
（ 本 文 省 略 ） 

４ 

 （ 職 員 ） 

第 27 条  （ 第 １ 項 か ら 第 ８ 項 ま で 省 略 ） 

９  心 理 療 法 担 当 職 員 は 、 学 校 教 育 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 26 号 ） の 規 

定 に よ る 大 学 （ 短 期 大 学 を 除 く 。 第 58 条 第 ４ 号 及 び 第 ５ 号 、 第 96  

                      若 し く は 大 学 院 
条 第 ３ 項 並 び に 第 104 条 第 ４ 号 に お い て 同 じ 。）  
                                

              、 研 究 科     こ れ ら に 
に お い て 心 理 学 を 専 修 す る 学 科     若 し く は     相 当 す 
                      こ れ に 

る 課 程 を 修 め て 卒 業 し た 者 で あ っ て 、 個 人 及 び 集 団 心 理 療 法 の 技 

術 を 有 す る も の 又 は こ れ と 同 等 以 上 の 能 力 を 有 す る と 認 め ら れ る 

者 で な け れ ば な ら な い 。 

  （ 職 員 ） 

第 65 条  （ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

３  第 １ 項 の 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 の 児 童 指 導 員 及 び 保 育 士 の 総 数 

               ４   
は 、 通 じ て お お む ね 児 童 の 数 を   で 除 し て 得 た 数 以 上 と す る 。 

4.3  

た だ し 、 児 童 30 人 以 下 を 入 所 さ せ る 施 設 に あ っ て は 、 当 該 総 数 に 

１ 人 以 上 を 加 え る も の と す る 。 

（ 第 ４ 項 か ら 第 ９ 項 ま で 省 略 ） 

10  第 ８ 項 の 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 の 児 童 指 導 員 及 び 保 育 士 の 総 数 

       児 童                                             
は 、 通 じ て 、    お お む ね ４ 人 
               乳 幼 児       に つ き １ 人 以 上 、 少 年 お お む ね 

   
    に つ き １ 人 以 上 と す る 。 た だ し 、 児 童 35 人 以 下 を 入 所 さ せ る 
５ 人 

施 設 に あ っ て は 、 当 該 総 数 に １ 人 以 上 を 加 え る も の と す る 。 

   （ 第 11 項 か ら 第 13 項 ま で 省 略 ） 

 （ 職 員 ） 
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第 84 条  福 祉 型 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー （ 主 と し て 難 聴 児 を 通 わ せ る

も の 及 び 主 と し て 重 症 心 身 障 害 児 を 通 わ せ る も の を 除 く 。） に は

、 嘱 託 医 、 児 童 指 導 員 、 保 育 士 、 栄 養 士 、 調 理 員 及 び 児 童 発 達 支

援 管 理 責 任 者 の ほ か 、 日 常 生 活 を 営 む の に 必 要 な 機 能 訓 練 を 行 う 

         機 能 訓 練 担 当 職 員   
場 合 に は           （ 日 常 生 活 を 営 む の に 必 要 な 機 能 訓 

、 機 能 訓 練 担 当 職 員 

               、 日 常 生 活 及 び 社 会 生 
練 を 担 当 す る 職 員 を い う 。 以 下 同 じ 。） を            
 

活 を 営 む た め に 医 療 的 ケ ア （ 人 工 呼 吸 器 に よ る 呼 吸 管 理 、 喀
 か く 

痰
 た ん 

吸  
 

引 そ の 他 省 令 の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 医 療 行 為 を い う 
 

。 以 下 同 じ 。） を 恒 常 的 に 受 け る こ と が 不 可 欠 で あ る 障 害 児 に 医 
 

療 的 ケ ア を 行 う 場 合 に は 看 護 職 員 を 、 そ れ ぞ れ 
                     置 か な け れ ば な ら 
 

       次 の 各 号 に 掲 げ る 施 設 又 は 場 合 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 
な い 。 た だ し 、 
       児 童 40 人 以 下 を 通 わ せ る 施 設 に あ っ て は 栄 養 士 を 

当 該 各 号 に 定 め る 職 員               
                       を 置 か な い こ 
、 調 理 業 務 の 全 部 を 委 託 す る 施 設 に あ っ て は 調 理 員 

と が で き る 。 

(1)  児 童 40 人 以 下 を 通 わ せ る 施 設  栄 養 士 
 

 (2)  調 理 業 務 の 全 部 を 委 託 す る 施 設  調 理 員 
 

 (3)  医 療 機 関 等 と の 連 携 に よ り 、 看 護 職 員 を 福 祉 型 児 童 発 達 支 援 
 

  セ ン タ ー に 訪 問 さ せ 、 当 該 看 護 職 員 が 障 害 児 に 対 し て 医 療 的 ケ 
 

  ア を 行 う 場 合  看 護 職 員 
 

 (4)  当 該 福 祉 型 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー （ 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 
 

  士 法 （ 昭 和 62 年 法 律 第 30 号 ） 第 48 条 の ３ 第 １ 項 の 登 録 に 係 る 事 
 

  業 所 で あ る 場 合 に 限 る 。） に お い て 、 医 療 的 ケ ア の う ち 喀 痰 吸 
 

  引 等 （ 同 法 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 喀 痰 吸 引 等 を い う 。） の み 
 

  を 必 要 と す る 障 害 児 に 対 し 、 当 該 登 録 を 受 け た 者 が 自 ら の 事 業 
 

  又 は そ の 一 環 と し て 喀 痰 吸 引 等 業 務 （ 同 法 第 48 条 の ３ 第 １ 項 に 
 

  規 定 す る 喀 痰 吸 引 等 業 務 を い う 。） を 行 う 場 合  看 護 職 員 
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 (5)  当 該 福 祉 型 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー （ 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 
 

  士 法 附 則 第 20 条 第 １ 項 の 登 録 に 係 る 事 業 所 で あ る 場 合 に 限 る 。 
 

  ） に お い て 、 医 療 的 ケ ア の う ち 特 定 行 為 （ 同 法 附 則 第 ３ 条 第 １ 
 

  項 に 規 定 す る 特 定 行 為 を い う 。） の み を 必 要 と す る 障 害 児 に 対 
 

  し 、 当 該 登 録 を 受 け た 者 が 自 ら の 事 業 又 は そ の 一 環 と し て 特 定 
 

  行 為 業 務 （ 同 法 附 則 第 20 条 第 １ 項 に 規 定 す る 特 定 行 為 業 務 を い 
 

  う 。） を 行 う 場 合  看 護 職 員 
 

                                                                           、 機 
２  前 項 の 福 祉 型 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー の 児 童 指 導 員 、 保 育 士 
                                                                           及 び 

能 訓 練 担 当 職 員 及 び 看 護 職 員 
                                 の 総 数 は 、 通 じ て お お む ね 児 童 の 数 
機 能 訓 練 担 当 職 員 

                           と し 、 そ の う ち 半 数 以 上 は 児 童 指 導 員 又 
を ４ で 除 し て 得 た 数 以 上 
                              と す る 

は 保 育 士 で な け れ ば な ら な い 
             。 
 

      （ 第 ３ 項 か ら 第 ５ 項 ま で 省 略 ） 

６  第 ４ 項 の 福 祉 型 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー の 児 童 指 導 員 、 保 育 士 、 

               、 機 能 訓 練 担 当 職 員 及 び 看 護 職 員 
言 語 聴 覚 士                の 総 数 は 、 通 じ て お 
     及 び 機 能 訓 練 担 当 職 員 

お む ね 児 童 の 数 を ４ で 除 し て 得 た 数 以 上 と す る 。 た だ し 、 言 語 聴

覚 士 の 数 は 、 ４ 人 以 上 で な け れ ば な ら な い 。 

７  主 と し て 重 症 心 身 障 害 児 を 通 わ せ る 福 祉 型 児 童 発 達 支 援 セ ン タ 

     嘱 託 医 、 児 童 指 導 員 、 保 育 士 、 栄 養 士 、 調 理 員 、 児 童 発 
ー に は 、 
    第 １ 項 本 文 に 規 定 す る 職 員 及 び 看 護 職 員 

達 支 援 管 理 責 任 者 及 び 看 護 職 員 の ほ か 、 日 常 生 活 を 営 む の に 必 要 
 

な 機 能 訓 練 を 行 う 場 合 に は 機 能 訓 練 担 当 職 員 
を 置 か な け れ ば な ら 

 

な い 。 た だ し 、 児 童 40 人 以 下 を 通 わ せ る 施 設 に あ っ て は 栄 養 士 を

、 調 理 業 務 の 全 部 を 委 託 す る 施 設 に あ っ て は 調 理 員 を 置 か な い こ

と が で き る 。 

   （ 第 ８ 項 及 び 第 ９ 項 省 略 ） 

 （ 職 員 ） 
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第 96 条  （ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

                         若 し く は 大 
３  心 理 療 法 担 当 職 員 は 、 学 校 教 育 法 の 規 定 に よ る 大 学 
 

学 院               、 研 究 科     こ れ ら 
に お い て 心 理 学 を 専 修 す る 学 科     若 し く は    に 相 

こ れ 

当 す る 課 程 を 修 め て 卒 業 し た 者 又 は 当 該 大 学 に お い て 心 理 学 に 関

す る 科 目 の 単 位 を 優 秀 な 成 績 で 修 得 し た こ と に よ り 同 法 第 102 条

第 ２ 項 の 規 定 に よ り 大 学 院 へ の 入 学 を 認 め ら れ た 者 で あ っ て 、 個

人 及 び 集 団 心 理 療 法 の 技 術 を 有 し 、 か つ 、 心 理 療 法 に 関 す る １ 年

以 上 の 経 験 を 有 す る も の で な け れ ば な ら な い 。 

      （ 第 ４ 項 か ら 第 ６ 項 ま で 省 略 ） 

 

   横 浜 市 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 

準 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案 
                    (下 段  現  行) 

 （ 指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者 等 の 一 般 原 則 ） 

第 ３ 条  （ 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 省 略 ） 

４  指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者 等 は 、 当 該 指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 

                               
者 等 を 利 用 す る 障 害 児 の 人 権 の 擁 護 、 虐 待 の 防 止 等 の た め 、 

                            責 任 

          
         必 要 な 体 制 の 整 備 を 行 う と と も に 、 そ の 従 業 者 
 者 の 設 置 そ の 他 の 

                講 じ な け れ ば       
に 対 し 、 研 修 の 実 施 そ の 他 の 措 置 を            な ら 
                講 ず る よ う 努 め な け れ ば 

な い 。 

（ 従 業 者 の 員 数 ） 

第 ６ 条  指 定 児 童 発 達 支 援 の 事 業 を 行 う 者 （ 以 下 「 指 定 児 童 発 達 支 

援 事 業 者 」 と い う 。） が 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 指 定 児 童 

発 達 支 援 事 業 所 」 と い う 。） （ 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー で あ る も の 

を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。） に 置 く べ き 従 業 者 及 び そ の 
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員 数 は 、 次 の と お り と す る 。 

(1)  児 童 指 導 員 （ 横 浜 市 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 

す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 60 号 ） 第 27 条 第 ３ 項 の 児 

               又 は 保 育 士 （ 
童 指 導 員 を い う 。 以 下 同 じ 。）       国 家 戦 略 特 別 区 域 
              、 保 育 士 （ 

法 （ 平 成 25 年 法 律 第 107 号 ） 第 12 条 の ５ 第 ２ 項 の 国 家 戦 略 特 別 

                             
区 域 限 定 保 育 士 を 含 む 。 以 下 同 じ 。）  
                 又 は 学 校 教 育 法 （ 昭 和 22  

                               
年 法 律 第 26 号 ） の 規 定 に よ る 高 等 学 校 若 し く は 中 等 教 育 学 校 を 

                               
卒 業 し た 者 、 同 法 第 90 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 大 学 へ の 入 学 を 認 

                               
め ら れ た 者 、 通 常 の 課 程 に よ る 12 年 の 学 校 教 育 を 修 了 し た 者 （ 

                               
通 常 の 課 程 以 外 の 課 程 に よ り こ れ に 相 当 す る 学 校 教 育 を 修 了 し 

                               
た 者 を 含 む 。） 若 し く は 文 部 科 学 大 臣 が こ れ と 同 等 以 上 の 資 格 

                               
を 有 す る と 認 定 し た 者 で あ っ て 、 ２ 年 以 上 障 害 福 祉 サ ー ビ ス に 

                               
係 る 業 務 に 従 事 し た も の （ 以 下 「 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 験 者 」 と 

       
     指 定 児 童 発 達 支 援 の 単 位 ご と に そ の 提 供 を 行 う 時 間 
い う 。）  

帯 を 通 じ て 専 ら 当 該 指 定 児 童 発 達 支 援 の 提 供 に 当 た る 児 童 指 導 

 又 は 保 育 士              
員                  の 合 計 数 が 、 ア 又 は イ 
 、 保 育 士 又 は 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 験 者 

に 掲 げ る 障 害 児 の 数 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ ア 又 は イ に 定 め る 

数 

   （ ア 、 イ 及 び 第 ２ 号 省 略 ） 

                             お 
２  前 項 各 号 に 掲 げ る 従 業 者 の ほ か 、 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 に 
                             お 

い て 、 日 常 生 活                    機 能 訓 
        を 営 む の に 必 要 な 機 能 訓 練 を 行 う 場 合 に は 

い て 日 常 生 活                     、 機 能 

練 担 当 職 員   
（ 日 常 生 活 を 営 む の に 必 要 な 機 能 訓 練 を 担 当 す る 職 

訓 練 担 当 職 員            

             、 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 営 む た め に 
員 を い う 。 以 下 同 じ 。） を 

 

医 療 的 ケ ア （ 人 工 呼 吸 器 に よ る 呼 吸 管 理 、 喀
 か く 

痰
 た ん 

吸 引 そ の 他 児 童 福 
 

祉 法 に 基 づ く 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す 
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る 基 準 （ 平 成 24 年 厚 生 労 働 省 令 第 15 号 。 以 下 「 省 令 」 と い う 。）  
 

の 規 定 に よ り 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 医 療 行 為 を い う 。 以 下 同 じ 。 
 

） を 恒 常 的 に 受 け る こ と が 不 可 欠 で あ る 障 害 児 に 医 療 的 ケ ア を 行 
 

う 場 合 に は 看 護 職 員 （ 保 健 師 、 助 産 師 、 看 護 師 又 は 准 看 護 師 を い 
 

う 。 以 下 同 じ 。） を 、 そ れ ぞ れ            た だ し 、 
               置 か な け れ ば な ら な い 。 
                          こ の 場 合 

次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に は 、 看 護 職 員 を 置 か な い こ 
 に お い て 、 当 該 機 能 訓 練 担 当 職 員 が 指 定 児 童 発 達 支 援 の 単 位 ご と 

 と が で き る 。                         
 に そ の 提 供 を 行 う 時 間 帯 を 通 じ て 専 ら 当 該 指 定 児 童 発 達 支 援 の 提 

                               
供 に 当 た る 場 合 に は 、 当 該 機 能 訓 練 担 当 職 員 の 数 を 児 童 指 導 員 、 

                               
保 育 士 又 は 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 験 者 の 合 計 数 に 含 め る こ と が で き 

    
る 。 

 (1)  医 療 機 関 等 と の 連 携 に よ り 、 看 護 職 員 を 指 定 児 童 発 達 支 援 事 
 

  業 所 に 訪 問 さ せ 、 当 該 看 護 職 員 が 障 害 児 に 対 し て 医 療 的 ケ ア を 
 

  行 う 場 合 
 

(2)  当 該 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 （ 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 法 
 

（ 昭 和 62 年 法 律 第 30 号 ） 第 48 条 の ３ 第 １ 項 の 登 録 に 係 る 事 業 所 
 

で あ る 場 合 に 限 る 。） に お い て 、 医 療 的 ケ ア の う ち 喀 痰 吸 引 等 
 

（ 同 法 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 喀 痰 吸 引 等 を い う 。 以 下 同 じ 。 
 

） の み を 必 要 と す る 障 害 児 に 対 し 、 当 該 登 録 を 受 け た 者 が 自 ら 
 

の 事 業 又 は そ の 一 環 と し て 喀 痰 吸 引 等 業 務 （ 同 法 第 48 条 の ３ 第 
 

１ 項 に 規 定 す る 喀 痰 吸 引 等 業 務 を い う 。 以 下 同 じ 。） を 行 う 場 
 

合 
 

(3)  当 該 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 （ 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 法 
 

附 則 第 20 条 第 １ 項 の 登 録 に 係 る 事 業 所 で あ る 場 合 に 限 る 。） に 
 

お い て 、 医 療 的 ケ ア の う ち 特 定 行 為 （ 同 法 附 則 第 ３ 条 第 １ 項 に 
 

規 定 す る 特 定 行 為 を い う 。 以 下 同 じ 。） の み を 必 要 と す る 障 害 
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児 に 対 し 、 当 該 登 録 を 受 け た 者 が 自 ら の 事 業 又 は そ の 一 環 と し 
 

て 特 定 行 為 業 務 （ 同 法 附 則 第 20 条 第 １ 項 に 規 定 す る 特 定 行 為 業 
 

務 を い う 。 以 下 同 じ 。） を 行 う 場 合 
 

３  前 項 の 規 定 に 基 づ き 、 機 能 訓 練 担 当 職 員 又 は 看 護 職 員 （ 以 下 「 
 

機 能 訓 練 担 当 職 員 等 」 と い う 。） を 置 い た 場 合 に お い て 、 当 該 機 
 

能 訓 練 担 当 職 員 等 が 指 定 児 童 発 達 支 援 の 単 位 ご と に そ の 提 供 を 行 
 

う 時 間 帯 を 通 じ て 専 ら 当 該 指 定 児 童 発 達 支 援 の 提 供 に 当 た る 場 合 
 

に は 、 当 該 機 能 訓 練 担 当 職 員 等 の 数 を 第 １ 項 第 １ 号 の 児 童 指 導 員 
 

又 は 保 育 士 の 合 計 数 に 含 め る こ と が で き る 。 
 

４  前 ３ 項 
     の 規 定 に か か わ ら ず 、 主 と し て 重 症 心 身 障 害 児 を 通 わ せ 
３  前 ２ 項 

る 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 に 置 く べ き 従 業 者 及 び そ の 員 数 は 、 次 

の と お り と す る 。 た だ し 、 指 定 児 童 発 達 支 援 の 単 位 ご と に そ の 提 

供 を 行 う 時 間 帯 の う ち 日 常 生 活 を 営 む の に 必 要 な 機 能 訓 練 を 行 わ 

な い 時 間 帯 に つ い て は 、 第 ４ 号 の 機 能 訓 練 担 当 職 員 を 置 か な い こ 

と が で き る 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

                               
 (2)  看 護 職 員 

     （ 保 健 師 、 助 産 師 、 看 護 師 又 は 准 看 護 師 を い う 。 以 

        
      １ 人 以 上 

  下 同 じ 。）  

   （ 第 ３ 号 か ら 第 ５ 号 ま で 省 略 ） 

５         第 ３ 項 
 第 １ 項 第 １ 号 、    及 び 前 項 た だ し 書 の 指 定 児 童 発 達 支 援 の 

４         第 ２ 項 

単 位 は 、 指 定 児 童 発 達 支 援 で あ っ て 、 そ の 提 供 が 同 時 に １ 人 又 は 

複 数 の 障 害 児 に 対 し て 一 体 的 に 行 わ れ る も の を い う 。 

６              又 は 保 育 士             
 第 １ 項 第 １ 号 の 児 童 指 導 員 

５              、 保 育 士 又 は 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 験 

   
の う ち １ 人 以 上 は 、 常 勤 で な け れ ば な ら な い 。 

 者 

７  第 ３ 項 の 規 定 に よ り 機 能 訓 練 担 当 職 員 等 の 数 を 含 め る 場 合 に お 
６  第 １ 項 第 １ 号 
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け る 第 １ 項 第 １ 号       又 は 保 育 士 の 合 計 数        
の 児 童 指 導 員 

               、 保 育 士 及 び 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 

    
   の 半 数 以 上 は 、 児 童 指 導 員 又 は 保 育 士 で な け れ ば な ら な い 。 

験 者 

８ 
（ 本 文 省 略 ） 

７ 

第 ７ 条  （ 第 １ 項 省 略 ） 

２  前 項 各 号 に 掲 げ る 従 業 者 の ほ か 、 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 に お 

  、 日 常 生 活                    機 能 訓 
い て      を 営 む の に 必 要 な 機 能 訓 練 を 行 う 場 合 に は 
  日 常 生 活                     、 機 能 

練 担 当 職 員 を 、 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 営 む た め に 医 療 的 ケ ア を 
 訓 練 担 当 職 員 を 

恒 常 的 に 受 け る こ と が 不 可 欠 で あ る 障 害 児 に 医 療 的 ケ ア を 行 う 場 
 

合 に は 看 護 職 員 を 、 そ れ ぞ れ            た だ し 、 次 
置 か な け れ ば な ら な い 。 

                         こ の 場 合 に 

の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に は 、 看 護 職 員 を 置 か な い こ と 
お い て 、 当 該 機 能 訓 練 担 当 職 員 の 数 を 児 童 指 導 員 及 び 保 育 士 の 総 

が で き る 。         
数 に 含 め る こ と が で き る 。 

(1)  医 療 機 関 等 と の 連 携 に よ り 、 看 護 職 員 を 指 定 児 童 発 達 支 援 事 
 

業 所 に 訪 問 さ せ 、 当 該 看 護 職 員 が 障 害 児 に 対 し て 医 療 的 ケ ア を 
 

行 う 場 合 
 

(2)  当 該 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 （ 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 法 
 

第 48 条 の ３ 第 １ 項 の 登 録 に 係 る 事 業 所 で あ る 場 合 に 限 る 。） に 
 

お い て 、 医 療 的 ケ ア の う ち 喀 痰 吸 引 等 の み を 必 要 と す る 障 害 児 
 

に 対 し 、 当 該 登 録 を 受 け た 者 が 自 ら の 事 業 又 は そ の 一 環 と し て 
 

喀 痰 吸 引 等 業 務 を 行 う 場 合 
 

(3)  当 該 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 （ 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 法 
 

附 則 第 20 条 第 １ 項 の 登 録 に 係 る 事 業 所 で あ る 場 合 に 限 る 。） に 
 

お い て 、 医 療 的 ケ ア の う ち 特 定 行 為 の み を 必 要 と す る 障 害 児 に 
 

対 し 、 当 該 登 録 を 受 け た 者 が 自 ら の 事 業 又 は そ の 一 環 と し て 特 
 

定 行 為 業 務 を 行 う 場 合 
 

３  前 項 の 規 定 に 基 づ き 、 機 能 訓 練 担 当 職 員 等 を 置 い た 場 合 に お い 
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て は 、 当 該 機 能 訓 練 担 当 職 員 等 の 数 を 第 １ 項 第 ２ 号 ア の 児 童 指 導 
 

員 及 び 保 育 士 の 総 数 に 含 め る こ と が で き る 。 
 

４  前 ２ 項 
の 規 定 に か か わ ら ず 、 主 と し て 難 聴 児 を 通 わ せ る 指 定 児 

３  前 項 

童 発 達 支 援 事 業 所 に は 、 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 従 業 者 の ほ か 、 次 の 

         （ 第 ２ 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に あ 
各 号 に 掲 げ る 従 業 者 
 

っ て は 、 第 ３ 号 に 掲 げ る も の を 除 く 。）  
を 置 か な け れ ば な ら な い 

 

。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 従 業 者 に つ い て は 、 そ の 

   第 １ 項 第 ２ 号 ア の 
数 を         児 童 指 導 員 及 び 保 育 士 の 総 数 に 含 め る こ と 

 

が で き る 。 

   （ 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 省 略 ） 

 (3)  日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 営 む た め に 医 療 的 ケ ア を 恒 常 的 に 受 
 

け る こ と が 不 可 欠 で あ る 障 害 児 に 医 療 的 ケ ア を 行 う 場 合 に あ っ 
 

て は 、 看 護 職 員  医 療 的 ケ ア を 行 う た め に 必 要 な 数 
 

５     及 び 第 ３ 項 
第 ２ 項      の 規 定 に か か わ ら ず 、 主 と し て 重 症 心 身 障 害 

４ 

児 を 通 わ せ る 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 に は 、 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 

従 業 者 の ほ か 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 従 業 者 を 置 か な け れ ば な ら な い 

。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 従 業 者 に つ い て は 、 そ の 

  同 項 第 ２ 号 ア の 
数 を        児 童 指 導 員 及 び 保 育 士 の 総 数 に 含 め る こ と が 

 

で き る 。 

   （ 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 省 略 ） 

６          第 ４ 項 第 １ 号 及 び 第 ８ 項 
第 １ 項 第 ２ 号 ア 、            の 指 定 児 童 発 達 支 援 

５          第 ３ 項 第 １ 号 及 び 次 項 

の 単 位 は 、 指 定 児 童 発 達 支 援 で あ っ て 、 そ の 提 供 が 同 時 に １ 人 又 

は 複 数 の 障 害 児 に 対 し て 一 体 的 に 行 わ れ る も の を い う 。 

７  第 ３ 項 の 規 定 に よ り 機 能 訓 練 担 当 職 員 等 の 数 を 含 め る 場 合 に お 
 

 け る 第 １ 項 第 ２ 号 ア の 児 童 指 導 員 及 び 保 育 士 の 総 数 の 半 数 以 上 は 
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 、 児 童 指 導 員 又 は 保 育 士 で な け れ ば な ら な い 。 
 

８  第 １ 項 （ 第 １ 号 を 除 く 。 ） 、 第 ２ 項 、 第 ４ 項 及 び 第 ５ 項 
に 規 定 

６  第 １ 項 か ら 第 ４ 項 ま で （ 第 １ 項 第 １ 号 を 除 く 。）  

す る 従 業 者 は 、 専 ら 当 該 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 の 職 務 に 従 事 す 

る 者 又 は 指 定 児 童 発 達 支 援 の 単 位 ご と に 専 ら 当 該 指 定 児 童 発 達 支 

援 の 提 供 に 当 た る 者 で な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 障 害 児 の 支 援 

に 支 障 が な い 場 合 は 、 第 １ 項 第 ３ 号 の 栄 養 士 及 び 同 項 第 ４ 号 の 調 

理 員 に つ い て は 、 併 せ て 設 置 す る 他 の 社 会 福 祉 施 設 の 職 務 に 従 事 

さ せ る こ と が で き る 。 

（ 通 所 利 用 者 負 担 額 の 受 領 ） 

第 24 条  （ 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 省 略 ） 

                   省 令           
４  前 項 第 １ 号 に 掲 げ る 費 用 に つ い て は 、 
                   児 童 福 祉 法 に 基 づ く 指 定 

                               
通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 平 成 24 年 

                       
                     の 規 定 に よ り 厚 生 
厚 生 労 働 省 令 第 15 号 。 以 下 「 省 令 」 と い う 。）  

労 働 大 臣 が 別 に 定 め る と こ ろ に よ る も の と す る 。 

  （ 第 ５ 項 及 び 第 ６ 項 省 略 ） 

 （ 児 童 発 達 支 援 計 画 の 作 成 等 ） 

第 28 条  （ 第 １ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 省 略 ） 

５  児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 は 、 児 童 発 達 支 援 計 画 の 作 成 に 当 た っ 

て は 、 障 害 児 に 対 す る 指 定 児 童 発 達 支 援 の 提 供 に 当 た る 担 当 者 等 

         （ テ レ ビ 電 話 装 置 そ の 他 の 情 報 通 信 機 器 （ 以 
を 招 集 し て 行 う 会 議 
 

下 「 テ レ ビ 電 話 装 置 等 」 と い う 。） を 活 用 し て 行 う こ と が で き る 
 

も の と す る 。）  
を 開 催 し 、 児 童 発 達 支 援 計 画 の 原 案 に つ い て 意 見 

 

を 求 め る も の と す る 。 

  （ 第 ６ 項 か ら 第 10 項 ま で 省 略 ） 

（ 運 営 規 程 ） 
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第 38 条  指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 は 、 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 ご と 

に 次 に 掲 げ る 事 業 の 運 営 に つ い て の 重 要 事 項 に 関 す る 運 営 規 程 （ 

第 44 条 第 １ 項 
に お い て 「 運 営 規 程 」 と い う 。） を 定 め て お か な け 

 第 44 条 

れ ば な ら な い 。 

   （ 第 １ 号 か ら 第 12 号 ま で 省 略 ） 

 （ 勤 務 体 制 の 確 保 等 ） 

第 39 条  （ 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 省 略 ） 

４  指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 は 、 適 切 な 指 定 児 童 発 達 支 援 の 提 供 を 
 

確 保 す る 観 点 か ら 、 職 場 に お い て 行 わ れ る 性 的 な 言 動 又 は 優 越 的 
 

な 関 係 を 背 景 と し た 言 動 で あ っ て 業 務 上 必 要 か つ 相 当 な 範 囲 を 超 
 

え た も の に よ り 従 業 者 の 就 業 環 境 が 害 さ れ る こ と を 防 止 す る た め 
 

の 方 針 の 明 確 化 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 
 

 （ 業 務 継 続 計 画 の 策 定 等 ） 
 

第 39 条 の ２  指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 は 、 感 染 症 、 非 常 災 害 等 の 発 
 

生 時 に お い て 、 利 用 者 に 対 す る 指 定 児 童 発 達 支 援 の 提 供 を 継 続 的 
 

に 実 施 す る た め 及 び 非 常 時 の 体 制 で 早 期 の 業 務 再 開 を 図 る た め の 
 

計 画 （ 以 下 「 業 務 継 続 計 画 」 と い う 。） を 策 定 し 、 当 該 業 務 継 続 
 

計 画 に 従 い 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 
 

２  指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 は 、 従 業 者 に 対 し 、 業 務 継 続 計 画 に つ 
 

い て 周 知 す る と と も に 、 必 要 な 研 修 及 び 訓 練 を 定 期 的 に 実 施 し な 
 

け れ ば な ら な い 。 
 

３  指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 は 、 定 期 的 に 業 務 継 続 計 画 の 見 直 し を 
 

行 い 、 必 要 に 応 じ て そ の 変 更 を 行 う も の と す る 。 
 

 （ 非 常 災 害 の 対 策 ） 

第 41 条  （ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 
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３  指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 は 、 前 項 に 規 定 す る 訓 練 の 実 施 に 当 た 
 

 っ て 、 地 域 住 民 の 参 加 が 得 ら れ る よ う 連 携 に 努 め な け れ ば な ら な 
 

 い 。 
 

 （ 衛 生 管 理 等 ） 

第 42 条  （ 第 １ 項 省 略 ） 

               当 該 
２  指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 は 、   指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 に お 
 

               及 び          、 次 に 
い て 感 染 症 及 び 食 中 毒 が 発 生 し 、   ま ん 延 し な い よ う に 
               又 は          必 要 な 

掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば    
              な ら な い 。 
措 置 を 講 ず る よ う 努 め な け れ ば 

(1)  当 該 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 に お け る 感 染 症 及 び 食 中 毒 の 予 
 

防 及 び ま ん 延 の 防 止 の た め の 対 策 を 検 討 す る 委 員 会 （ テ レ ビ 電 
 

話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。） を 定 期 的 
 

に 開 催 す る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 
 

図 る こ と 。 
 

(2)  当 該 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 に お け る 感 染 症 及 び 食 中 毒 の 予 
 

防 及 び ま ん 延 の 防 止 の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。 
 

(3)  当 該 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 に お い て 、 従 業 者 に 対 し 、 感 染 
 

症 及 び 食 中 毒 の 予 防 及 び ま ん 延 の 防 止 の た め の 研 修 並 び に 感 染 
 

症 の 予 防 及 び ま ん 延 の 防 止 の た め の 訓 練 を 定 期 的 に 実 施 す る こ 
 

と 。 
 

 （ 掲 示 ） 

第 44 条  （ 第 １ 項 省 略 ） 

２  指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 は 、 前 項 に 規 定 す る 重 要 事 項 を 記 載 し 
 

た 書 面 を 当 該 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 に 備 え 付 け 、 か つ 、 こ れ を 
 

い つ で も 関 係 者 に 自 由 に 閲 覧 さ せ る こ と に よ り 、 同 項 の 規 定 に よ 
 

る 掲 示 に 代 え る こ と が で き る 。 
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 （ 身 体 拘 束 等 の 禁 止 ） 

第 45 条  指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 は 、 指 定 児 童 発 達 支 援 の 提 供 に 当 

た っ て は 、 当 該 障 害 児 又 は 他 の 障 害 児 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る 

た め 緊 急 や む を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 そ の 他 障 害 児 の 行 

         以 下      
動 を 制 限 す る 行 為 （       「 身 体 拘 束 等 」 と い う 。） を 行 
         次 項 に お い て 

っ て は な ら な い 。 

   （ 第 ２ 項 省 略 ） 

３  指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 は 、 身 体 拘 束 等 の 適 正 化 を 図 る た め 、 
 

次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 
 

(1)  身 体 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を 検 討 す る 委 員 会 （ テ レ ビ 
 

電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。） を 定 期 
 

的 に 開 催 す る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 従 業 者 に 周 知 徹 底 
 

を 図 る こ と 。 
 

(2)  身 体 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。 
 

(3)  従 業 者 に 対 し 、 身 体 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的 に 
 

実 施 す る こ と 。 
 

 （ 虐 待 等 の 禁 止 ） 

第 46 条  （ 第 １ 項 省 略 ） 

２  指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 は 、 虐 待 の 発 生 又 は そ の 再 発 を 防 止 す 
 

る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 
 

(1)  当 該 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 に お け る 虐 待 の 防 止 の た め の 対 
 

策 を 検 討 す る 委 員 会 （ テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が 
 

で き る も の と す る 。） を 定 期 的 に 開 催 す る と と も に 、 そ の 結 果 
 

に つ い て 、 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。 
 

(2)  当 該 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 に お い て 、 従 業 者 に 対 し 、 虐 待 
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の 防 止 の た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す る こ と 。 
 

(3)  前 ２ 号 に 掲 げ る 措 置 を 適 切 に 実 施 す る た め の 担 当 者 を 置 く こ 
 

と 。 
 

 （ 地 域 と の 連 携 等 ） 

第 52 条  （ 第 １ 項 省 略 ） 

２  指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 （ 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー で あ る 指 定 児 

童 発 達 支 援 事 業 所 に お い て 、 指 定 児 童 発 達 支 援 の 事 業 を 行 う も の 

に 限 る 。） は 、 通 常 の 事 業 の 実 施 地 域 の 障 害 児 の 福 祉 に 関 し 、 障 

害 児 若 し く は そ の 家 庭 又 は 当 該 障 害 児 が 通 い 、 在 学 し 、 若 し く は 

             （ 昭 和 22 年 法 律 第 26 号 ） 
在 籍 す る 保 育 所 、 学 校 教 育 法            に 規 定 す る 
 

幼 稚 園 、 小 学 校 （ 義 務 教 育 学 校 の 前 期 課 程 を 含 む 。） 若 し く は 特 

別 支 援 学 校 若 し く は 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 

的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 18 年 法 律 第 77 号 ） 第 ２ 条 第 ６ 

項 に 規 定 す る 認 定 こ ど も 園 そ の 他 児 童 が 集 団 生 活 を 営 む 施 設 か ら 

の 相 談 に 応 じ 、 助 言 そ の 他 の 必 要 な 援 助 を 行 う よ う 努 め な け れ ば 

な ら な い 。 

 （ 従 業 者 の 員 数 ） 

第 56 条  児 童 発 達 支 援 に 係 る 基 準 該 当 通 所 支 援 （ 以 下 「 基 準 該 当 児 

童 発 達 支 援 」 と い う 。） の 事 業 を 行 う 者 が 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 

（ 以 下 「 基 準 該 当 児 童 発 達 支 援 事 業 所 」 と い う 。） に 置 く べ き 従 

業 者 及 び そ の 員 数 は 、 次 の と お り と す る 。 

        又 は 保 育 士              
(1)  児 童 指 導 員                   基 準 該 当 
       、 保 育 士 又 は 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 験 者 

児 童 発 達 支 援 の 単 位 ご と に そ の 提 供 を 行 う 時 間 帯 を 通 じ て 専 ら 

                        又 は 保 育 
当 該 基 準 該 当 児 童 発 達 支 援 の 提 供 に 当 た る 児 童 指 導 員 
                        、 保 育 士 

士              
             の 合 計 数 が 、 ア 又 は イ に 掲 げ る 障 
又 は 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 験 者 
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害 児 の 数 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ ア 又 は イ に 定 め る 数 

  （ ア 、 イ 、 第 ２ 号 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

                               
３  第 １ 項 第 １ 号 の 児 童 指 導 員 、 保 育 士 及 び 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 験 

                             
者 の 半 数 以 上 は 、 児 童 指 導 員 又 は 保 育 士 で な け れ ば な ら な い 。 

 （ 準 用 ） 

第 71 条  第 13 条 か ら 第 23 条 ま で 、 第 25 条 、 第 27 条 （ 第 ４ 項 及 び 第 ５ 

項 を 除 く 。 ） 、 第 28 条 か ら 第 35 条 ま で 、 第 37 条 、 第 39 条 か ら 第 42  

条 ま で 、 第 44 条 か ら 第 48 条 ま で 、 第 50 条 か ら 第 53 条 ま で 及 び 第 55  

条 の 規 定 は 、 指 定 医 療 型 児 童 発 達 支 援 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 

こ の 場 合 に お い て 、 第 13 条 第 １ 項 中 「 第 38 条 」 と あ る の は 「 第 70  

条 」 と 、 第 17 条 中 「 い う 。 第 38 条 第 ６ 号 及 び 」 と あ る の は 「 い う 

。」 と 、 第 23 条 第 ２ 項 た だ し 書 中 「 次 条 第 １ 項 」 と あ る の は 「 第 

67 条 第 １ 項 」 と 、 第 27 条 第 １ 項 及 び 第 28 条 （ 第 ３ 項 及 び 第 ９ 項 を 

除 く 。） 中 「 児 童 発 達 支 援 計 画 」 と あ る の は 「 医 療 型 児 童 発 達 支 

援 計 画 」 と 、 第 35 条 中 「 医 療 機 関 」 と あ る の は 「 他 の 専 門 医 療 機 

関 」 と 、 第 40 条 中 「 利 用 定 員 及 び 指 導 訓 練 室 の 定 員 」 と あ る の は 

        第 44 条 第 １ 項 
「 利 用 定 員 」 と 、       中 「 運 営 規 程 の 概 要 、 従 業 者 の 勤 
        第 44 条 

務 の 体 制 、 前 条 の 協 力 医 療 機 関 」 と あ る の は 「 第 70 条 の 運 営 規 程 

の 概 要 、 従 業 者 の 勤 務 の 体 制 」 と 、 第 55 条 第 ２ 項 第 ２ 号 中 「 児 童 

発 達 支 援 計 画 」 と あ る の は 「 医 療 型 児 童 発 達 支 援 計 画 」 と 、 同 項 

第 ３ 号 中 「 第 36 条 」 と あ る の は 「 第 69 条 」 と 読 み 替 え る も の と す 

る 。 

（ 従 業 者 の 員 数 ） 

第 73 条  指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス の 事 業 を 行 う 者 （ 以 下 「 指 定 放 

課 後 等 デ イ サ ー ビ ス 事 業 者 」 と い う 。） が 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 
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（ 以 下 「 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス 事 業 所 」 と い う 。） に 置 く べ 

き 従 業 者 及 び そ の 員 数 は 、 次 の と お り と す る 。 

        又 は 保 育 士              
(1)  児 童 指 導 員                   指 定 放 課 

      、 保 育 士 又 は 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 験 者 

後 等 デ イ サ ー ビ ス の 単 位 ご と に そ の 提 供 を 行 う 時 間 帯 を 通 じ て 

専 ら 当 該 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た る 児 童 指 導 員 

又 は 保 育 士              
                 の 合 計 数 が 、 ア 又 は イ に 
、 保 育 士 又 は 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 験 者 

掲 げ る 障 害 児 の 数 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ ア 又 は イ に 定 め る 数 

  （ ア 、 イ 及 び 第 ２ 号 省 略 ） 

２  前 項 各 号 に 掲 げ る 従 業 者 の ほ か 、 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス 事 

      、 日 常 生 活 
業 所 に お い て      を 営 む の に 必 要 な 機 能 訓 練 を 行 う 場 合 に 
      日 常 生 活 

 機 能 訓 練 担 当 職 員 を 、 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 営 む た め に 医 療 
は 
 、 機 能 訓 練 担 当 職 員 を 

的 ケ ア を 恒 常 的 に 受 け る こ と が 不 可 欠 で あ る 障 害 児 に 医 療 的 ケ ア 
 

を 行 う 場 合 に は 看 護 職 員 を 、 そ れ ぞ れ            た 
                  置 か な け れ ば な ら な い 。 

                            こ 

だ し 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に は 、 看 護 職 員 を 置 か 
の 場 合 に お い て 、 当 該 機 能 訓 練 担 当 職 員 が 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー 

な い こ と が で き る 。                      
ビ ス の 単 位 ご と に そ の 提 供 を 行 う 時 間 帯 を 通 じ て 専 ら 当 該 指 定 放 

                              
課 後 等 デ イ サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た る 場 合 に は 、 当 該 機 能 訓 練 担 当 

                              
職 員 の 数 を 児 童 指 導 員 、 保 育 士 又 は 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 験 者 の 合 

              
計 数 に 含 め る こ と が で き る 。 

 (1)  医 療 機 関 等 と の 連 携 に よ り 、 看 護 職 員 を 指 定 放 課 後 等 デ イ サ 
 

   ー ビ ス 事 業 所 に 訪 問 さ せ 、 当 該 看 護 職 員 が 障 害 児 に 対 し て 医 療 
 

   的 ケ ア を 行 う 場 合 
 

 (2)  当 該 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス 事 業 所 （ 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 
 

  福 祉 士 法 第 48 条 の ３ 第 １ 項 の 登 録 に 係 る 事 業 所 で あ る 場 合 に 限 
 

  る 。） に お い て 、 医 療 的 ケ ア の う ち 喀 痰 吸 引 等 の み を 必 要 と す 
 

  る 障 害 児 に 対 し 、 当 該 登 録 を 受 け た 者 が 自 ら の 事 業 又 は そ の 一 
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  環 と し て 喀 痰 吸 引 等 業 務 を 行 う 場 合 
 

(3)  当 該 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス 事 業 所 （ 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 
 

 福 祉 士 法 附 則 第 20 条 第 １ 項 の 登 録 に 係 る 事 業 所 で あ る 場 合 に 限 
 

る 。） に お い て 、 医 療 的 ケ ア の う ち 特 定 行 為 の み を 必 要 と す る 
 

障 害 児 に 対 し 、 当 該 登 録 を 受 け た 者 が 自 ら の 事 業 又 は そ の 一 環 
 

と し て 特 定 行 為 業 務 を 行 う 場 合 
 

３  前 項 の 規 定 に 基 づ き 、 機 能 訓 練 担 当 職 員 等 を 置 い た 場 合 に お い 
 

て 、 当 該 機 能 訓 練 担 当 職 員 等 が 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス の 単 位 
 

ご と に そ の 提 供 を 行 う 時 間 帯 を 通 じ て 専 ら 当 該 指 定 放 課 後 等 デ イ 
 

サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た る 場 合 に は 、 当 該 機 能 訓 練 担 当 職 員 等 の 数 
 

を 第 １ 項 第 １ 号 の 児 童 指 導 員 又 は 保 育 士 の 合 計 数 に 含 め る こ と が 
 

で き る 。 
 

４  前 ３ 項 
の 規 定 に か か わ ら ず 、 主 と し て 重 症 心 身 障 害 児 を 通 わ せ 

３  前 ２ 項 

る 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス 事 業 所 に 置 く べ き 従 業 者 及 び そ の 員 

数 は 、 次 の と お り と す る 。 た だ し 、 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス の 

単 位 ご と に そ の 提 供 を 行 う 時 間 帯 の う ち 日 常 生 活 を 営 む の に 必 要 

な 機 能 訓 練 を 行 わ な い 時 間 帯 に つ い て は 、 第 ４ 号 の 機 能 訓 練 担 当 

職 員 を 置 か な い こ と が で き る 。 

   （ 第 １ 号 か ら 第 ５ 号 ま で 省 略 ） 

５         第 ３ 項 
第 １ 項 第 １ 号 、    及 び 前 項 た だ し 書 の 指 定 放 課 後 等 デ イ サ 

４         第 ２ 項 

ー ビ ス の 単 位 は 、 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス で あ っ て 、 そ の 提 供 

が 同 時 に １ 人 又 は 複 数 の 障 害 児 に 対 し て 一 体 的 に 行 わ れ る も の を 

い う 。 

６              又 は 保 育 士             
第 １ 項 第 １ 号 の 児 童 指 導 員 

５              、 保 育 士 又 は 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 験 

   
  の う ち １ 人 以 上 は 、 常 勤 で な け れ ば な ら な い 。 
 者 
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７  第 ３ 項 の 規 定 に よ り 機 能 訓 練 担 当 職 員 等 の 数 を 含 め る 場 合 に お 
６  第 １ 項 第 １ 号 

け る 第 １ 項 第 １ 号       又 は 保 育 士 の 合 計 数        
の 児 童 指 導 員 

               、 保 育 士 及 び 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 

    
   の 半 数 以 上 は 、 児 童 指 導 員 又 は 保 育 士 で な け れ ば な ら な い 。 
 験 者 

８ 
  （ 本 文 省 略 ） 
７ 

 （ 従 業 者 の 員 数 ） 

第 79 条  放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス に 係 る 基 準 該 当 通 所 支 援 （ 以 下 「 基 

準 該 当 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス 」 と い う 。） の 事 業 を 行 う 者 が 当 該 

事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 基 準 該 当 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス 事 業 所 

」 と い う 。） に 置 く べ き 従 業 者 及 び そ の 員 数 は 、 次 の と お り と す 

る 。 

        又 は 保 育 士              
(1)  児 童 指 導 員                   基 準 該 当 

        、 保 育 士 又 は 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 験 者 

 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス の 単 位 ご と に そ の 提 供 を 行 う 時 間 帯 を 通 

じ て 専 ら 当 該 基 準 該 当 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た る 児 

    又 は 保 育 士              
童 指 導 員                  の 合 計 数 が 、 ア 
    、 保 育 士 又 は 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 験 者 

又 は イ に 掲 げ る 障 害 児 の 数 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ ア 又 は イ に 

定 め る 数 

   （ ア 、 イ 、 第 ２ 号 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

                               
３  第 １ 項 第 １ 号 の 児 童 指 導 員 、 保 育 士 及 び 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 験 

                             
者 の 半 数 以 上 は 、 児 童 指 導 員 又 は 保 育 士 で な け れ ば な ら な い 。 

 （ 従 業 者 の 員 数 ） 

第 81 条 の ３  （ 第 １ 項 省 略 ） 

２  前 項 第 １ 号 の 訪 問 支 援 員 は 、 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 、 言 語 聴 

覚 士 、 看 護 職 員 若 し く は 保 育 士 の 資 格 を 取 得 し た 日 又 は 児 童 指 導 

                            （ 短 
員 若 し く は 心 理 指 導 担 当 職 員 （ 学 校 教 育 法 の 規 定 に よ る 大 学    
                           の 学 

期 大 学 を 除 く 。） 若 し く は 大 学 院 に お い て 
                    心 理 学 を 専 修 す る 学 科 
 部 で 、 
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、 研 究 科     こ れ ら に 
若 し く は     相 当 す る 課 程 を 修 め て 卒 業 し た 者 で あ 

         こ れ に 

っ て 、 個 人 及 び 集 団 心 理 療 法 の 技 術 を 有 す る も の 又 は こ れ と 同 等 

以 上 の 能 力 を 有 す る と 認 め ら れ る 者 を い う 。） と し て 配 置 さ れ た 

日 以 後 、 障 害 児 に つ い て 入 浴 、 排 せ つ 、 食 事 そ の 他 の 介 護 を 行 い 

、 及 び 当 該 障 害 児 の 介 護 を 行 う 者 に 対 し て 介 護 に 関 す る 指 導 を 行 

う 業 務 、 障 害 児 に つ い て 日 常 生 活 に お け る 基 本 的 な 動 作 の 指 導 、 

知 識 技 能 の 付 与 、 生 活 能 力 の 向 上 の た め に 必 要 な 訓 練 そ の 他 の 支 

援 （ 以 下 「 訓 練 等 」 と い う 。） を 行 い 、 及 び 当 該 障 害 児 の 訓 練 等 

を 行 う 者 に 対 し て 訓 練 等 に 関 す る 指 導 を 行 う 業 務 そ の 他 職 業 訓 練 

又 は 職 業 教 育 に 係 る 業 務 に ３ 年 以 上 従 事 し た 者 で な け れ ば な ら な 

い 。 

   （ 第 ３ 項 省 略 ） 

 （ 準 用 ） 

第 81 条 の ９  第 13 条 か ら 第 23 条 ま で 、 第 25 条 、 第 26 条 、 第 27 条 （ 第 

４ 項 及 び 第 ５ 項 を 除 く 。 ） 、 第 28 条 か ら 第 31 条 ま で 、 第 33 条 、 第 

             、 第 39 条 の ２ 
35 条 か ら 第 37 条 ま で 、 第 39 条       、 第 42 条 か ら 第 46 条 ま 
 

で 、 第 48 条 、 第 50 条 、 第 51 条 、 第 52 条 第 １ 項 、 第 53 条 か ら 第 55 条 

ま で 及 び 第 70 条 の ２ の 規 定 は 、 指 定 居 宅 訪 問 型 児 童 発 達 支 援 の 事 

業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 13 条 第 １ 項 中 「 第 38  

条 」 と あ る の は 「 第 81 条 の ８ 」 と 、 第 17 条 中 「 い う 。 第 38 条 第 ６ 

号 及 び 第 52 条 第 ２ 項 に お い て 同 じ 。」 と あ る の は 「 い う 。」 と 、 

第 23 条 第 ２ 項 た だ し 書 中 「 次 条 第 １ 項 」 と あ る の は 「 第 81 条 の ７ 

第 １ 項 」 と 、 第 26 条 第 ２ 項 中 「 第 24 条 第 ２ 項 」 と あ る の は 「 第 81  

条 の ７ 第 ２ 項 」 と 、 第 27 条 第 １ 項 、 第 28 条 （ 第 ３ 項 及 び 第 ９ 項 を 

除 く 。） 及 び 第 55 条 第 ２ 項 第 ２ 号 中 「 児 童 発 達 支 援 計 画 」 と あ る 
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の は 「 居 宅 訪 問 型 児 童 発 達 支 援 計 画 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。 

 （ 準 用 ） 

第 89 条  第 13 条 か ら 第 23 条 ま で 、 第 25 条 、 第 26 条 、 第 27 条 （ 第 ４ 項 

及 び 第 ５ 項 を 除 く 。 ） 、 第 28 条 か ら 第 31 条 ま で 、 第 33 条 第 ２ 項 、 

              、 第 39 条 の ２ 
第 35 条 か ら 第 37 条 ま で 、 第 39 条       、 第 42 条 、 第 44 条 か 
 

ら 第 46 条 ま で 、 第 48 条 、 第 50 条 、 第 51 条 、 第 52 条 第 １ 項 、 第 53 条 

か ら 第 55 条 ま で 、 第 70 条 の ２ 及 び 第 81 条 の ６ か ら 第 81 条 の ８ ま で 

の 規 定 は 、 指 定 保 育 所 等 訪 問 支 援 の 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 

場 合 に お い て 、 第 13 条 第 １ 項 中 「 第 38 条 」 と あ る の は 「 第 89 条 に 

お い て 準 用 す る 第 81 条 の ８ 」 と 、 第 17 条 中 「 い う 。 第 38 条 第 ６ 号 

及 び 第 52 条 第 ２ 項 に お い て 同 じ 。」 と あ る の は 「 い う 。」 と 、 第 

23 条 第 ２ 項 た だ し 書 中 「 次 条 第 １ 項 」 と あ る の は 「 第 89 条 に お い 

て 準 用 す る 第 81 条 の ７ 第 １ 項 」 と 、 第 26 条 第 ２ 項 中 「 第 24 条 第 ２ 

項 」 と あ る の は 「 第 89 条 に お い て 準 用 す る 第 81 条 の ７ 第 ２ 項 」 と 

、 第 27 条 第 １ 項 及 び 第 28 条 （ 第 ３ 項 及 び 第 ９ 項 を 除 く 。） 中 「 児 

                           第 44  
童 発 達 支 援 計 画 」 と あ る の は 「 保 育 所 等 訪 問 支 援 計 画 」 と 、    
                           第 44  

条 第 １ 項 
     中 「 運 営 規 程 の 概 要 、 従 業 者 の 勤 務 の 体 制 、 前 条 の 協 力 

条 

医 療 機 関 」 と あ る の は 「 第 89 条 に お い て 準 用 す る 第 81 条 の ８ の 運 

営 規 程 の 概 要 、 従 業 者 の 勤 務 の 体 制 」 と 、 第 55 条 第 ２ 項 第 ２ 号 中 

「 児 童 発 達 支 援 計 画 」 と あ る の は 「 保 育 所 等 訪 問 支 援 計 画 」 と 、 

第 81 条 の ６ 中 「 又 は 通 所 給 付 決 定 保 護 者 そ の 他 の 当 該 障 害 児 の 家 

族 」 と あ る の は 「 、 通 所 給 付 決 定 保 護 者 そ の 他 の 当 該 障 害 児 の 家 

族 又 は 訪 問 す る 施 設 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。 

 （ 従 業 者 の 員 数 に 関 す る 特 例 ） 

第 90 条  多 機 能 型 事 業 所 （ こ の 条 例 に 規 定 す る 事 業 の み を 行 う 多 機 
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                       第 ６ 条 第 １ 項 
能 型 事 業 所 に 限 る 。） に 係 る 事 業 を 行 う 者 に 対 す る        
                       第 ６ 条 第 １ 項 

か ら 第 ３ 項 ま で 及 び 第 ５ 項 、 第 ７ 条 （ 第 ３ 項 及 び 第 ７ 項 を 除 く 。 
、 第 ２ 項 及 び 第 ４ 項 、 第 ７ 条 

）      第 73 条 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 及 び 第 ５ 項 
、 第 63 条 、                   、 第 81 条 の 

       第 73 条 第 １ 項 、 第 ２ 項 及 び 第 ４ 項 

３ 第 １ 項 及 び 第 ３ 項 並 び に 第 83 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 第 ６ 

条 第 １ 項 中 「 事 業 所 （ 以 下 「 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 」 と い う 。 

）」 と あ る の は 「 多 機 能 型 事 業 所 」 と 、 同 項 第 １ 号 中 「 指 定 児 童 

発 達 支 援 」 と あ る の は 「 指 定 通 所 支 援 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 指 定 

                           同 条 第 
児 童 発 達 支 援 事 業 所 」 と あ る の は 「 多 機 能 型 事 業 所 」 と 、     

                           「 指 定 

３ 項 及 び 第 ５ 項                        
児 童 発 達 支 援 の 」 と あ る の は 「 指 定 通 所 支 援 の 」 と 、 同 条 第 ４ 項 

中 「 指 定 児 童 発 達 支 援 」 と あ る の は 「 指 定 通 所 支 援 」 と 、 第 ７ 条 

第 １ 項 中 「 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 」 と あ る の は 「 多 機 能 型 事 業 

所 」 と 、 同 項 第 ２ 号 ア 中 「 指 定 児 童 発 達 支 援 」 と あ る の は 「 指 定 

通 所 支 援 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 」 と あ る 

   多 機 能 型 事 業 所 」 と 、 同 条 第 ４ 項 
の は 「                中 「 指 定 児 童 発 達 支 援 事 

    多 機 能 型 事 業 所 」 と 、 同 条 第 ３ 項 

業 所 」 と あ る の は 「 多 機 能 型 事 業 所 」 と 、 同 項 第 １ 号 中 「 指 定 児 

            指 定 通 所 支 援 」 と 、 同 条 第 ５ 項 
童 発 達 支 援 」 と あ る の は 「               中 「 指 
            指 定 通 所 支 援 」 と 、 同 条 第 ４ 項 

                           同 条 
定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 」 と あ る の は 「 多 機 能 型 事 業 所 」 と 、    
                           同 条 

第 ６ 項                           
中 「 指 定 児 童 発 達 支 援 」 と あ る の は 「 指 定 通 所 支 援 」 と 、 

 第 ５ 項                            

同 条 第 ８ 項 
中 「 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 」 と あ る の は 「 多 機 能 型 

 同 条 第 ６ 項 

事 業 所 」 と 、 「 指 定 児 童 発 達 支 援 の 」 と あ る の は 「 指 定 通 所 支 援

の 」 と 、 第 63 条 第 １ 項 中 「 事 業 所 （ 以 下 「 指 定 医 療 型 児 童 発 達 支 

援 事 業 所 」 と い う 。 ） 」 と あ り 、 並 び に 同 条 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 中 

「 指 定 医 療 型 児 童 発 達 支 援 事 業 所 」 と あ る の は 「 多 機 能 型 事 業 所 

」 と 、 第 73 条 第 １ 項 中 「 事 業 所 （ 以 下 「 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ 

ス 事 業 所 」 と い う 。 ） 」 と あ る の は 「 多 機 能 型 事 業 所 」 と 、 同 項 
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第 １ 号 中 「 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス 」 と あ る の は 「 指 定 通 所 支 

援 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス 事 業 所 」 と あ 

              同 条 第 ３ 項 及 び 第 ５ 項       
る の は 「 多 機 能 型 事 業 所 」 と 、 

「 指 定 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス の 」 

                       
                      中 「 指 定 放 課 後 等 

と あ る の は 「 指 定 通 所 支 援 の 」 と 、 同 条 第 ４ 項 

デ イ サ ー ビ ス 」 と あ る の は 「 指 定 通 所 支 援 」 と 、 第 81 条 の ３ 第 １ 

項 中 「 事 業 所 （ 以 下 「 指 定 居 宅 訪 問 型 児 童 発 達 支 援 事 業 所 」 と い 

う 。 ） 」 と あ る の は 「 多 機 能 型 事 業 所 」 と 、 同 項 第 １ 号 中 「 指 定 

居 宅 訪 問 型 児 童 発 達 支 援 」 と あ る の は 「 指 定 通 所 支 援 」 と 、 同 条 

第 ３ 項 中 「 指 定 居 宅 訪 問 型 児 童 発 達 支 援 事 業 所 」 と あ る の は 「 多 

機 能 型 事 業 所 」 と 、 第 83 条 第 １ 項 中 「 事 業 所 （ 以 下 「 指 定 保 育 所 

等 訪 問 支 援 事 業 所 」 と い う 。 ） 」 と あ る の は 「 多 機 能 型 事 業 所 」 

と 、 同 項 第 １ 号 中 「 指 定 保 育 所 等 訪 問 支 援 」 と あ る の は 「 指 定 通 

所 支 援 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 指 定 保 育 所 等 訪 問 支 援 事 業 所 」 と あ 

る の は 「 多 機 能 型 事 業 所 」 と す る 。 

２  利 用 定 員 の 合 計 が 20 人 未 満 で あ る 多 機 能 型 事 業 所 （ こ の 条 例 に 

                         第 ６ 条 第 
規 定 す る 事 業 の み を 行 う 多 機 能 型 事 業 所 を 除 く 。） は 、      
                         第 ６ 条 第 

６ 項   第 73 条 第 ６ 項 
及 び       の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 多 機 能 型 事 業 所 

 ５ 項   第 73 条 第 ５ 項 

に 置 く べ き 従 業 者 （ 児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 、 嘱 託 医 及 び 管 理 者 

を 除 く 。） の う ち １ 人 以 上 は 、 常 勤 で な け れ ば な ら な い 。 

附  則 

   （ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

３  整 備 法 附 則 第 22 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 新 法 第 21 条 の ５ の ３ 第 １ 

                        第 ７ 条 第 １ 項 
項 の 指 定 を 受 け た も の と み な さ れ て い る 者 に 対 す る        
                       第 ７ 条 第 １ 項 

第 ２ 号 ア 及 び 第 ４ 項 第 １ 号 
の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 当 分 の 間 、 

 第 ２ 号 ア 及 び 第 ３ 項 第 １ 号 

同 条 第 １ 項 第 ２ 号 ア 中 「 指 定 児 童 発 達 支 援 の 単 位 ご と に 通 じ て お 

48



市第 160 号 

 

お む ね 障 害 児 の 数 を ４ で 除 し て 得 た 数 以 上 」 と あ る の は 「 通 じ て 

お お む ね 障 害 児 で あ る 乳 児 又 は 幼 児 の 数 を ４ で 除 し て 得 た 数 及 び 

障 害 児 で あ る 少 年 の 数 を 7.5 で 除 し て 得 た 数 の 合 計 数 以 上 」 と 、 

同 条 第 ４ 項 第 １ 号 
中 「 言 語 聴 覚 士  指 定 児 童 発 達 支 援 の 単 位 ご と 

同 条 第 ３ 項 第 １ 号 

に ４ 人 以 上 」 と あ る の は 「 聴 能 訓 練 担 当 職 員 （ 聴 能 訓 練 を 担 当 す 

る 職 員 を い う 。） 及 び 言 語 機 能 訓 練 担 当 職 員 （ 言 語 機 能 の 訓 練 を 

担 当 す る 職 員 を い う 。）  そ れ ぞ れ ２ 人 以 上 」 と す る 。 

 

   横 浜 市 指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 

   準 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 
 （ 指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 の 一 般 原 則 ）              

第 ３ 条  （ 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 省 略 ）              

４  指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 は 、 当 該 指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 を 利 用 す  

                               
 る 障 害 児 の 人 権 の 擁 護 、 虐 待 の 防 止 等 の た め 、          
                      責 任 者 の 設 置 そ の  
    
   必 要 な 体 制 の 整 備 を 行 う と と も に 、 そ の 従 業 者 に 対 し 、 研 修  
 他 の                             
           講 じ な け れ ば       
 の 実 施 そ の 他 の 措 置 を            な ら な い 。     
           講 ず る よ う 努 め な け れ ば          

 （ 従 業 者 の 員 数 ）                       

第 ５ 条  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に 置 く べ き 従 業 者 及 び そ の 員 数 

は 、 次 の と お り と す る 。 た だ し 、 40 人 以 下 の 障 害 児 を 入 所 さ せ る

指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に あ っ て は 第 ４ 号 の 栄 養 士 を 、 調 理 業

務 の 全 部 を 委 託 す る 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に あ っ て は 第 ５ 号

の 調 理 員 を 置 か な い こ と が で き る 。 

（ 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 省 略 ）  

 (3)  児 童 指 導 員 （ 横 浜 市 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関
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す る 条 例 （ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 60 号 ） 第 27 条 第 ３ 項 の 児

童 指 導 員 を い う 。 以 下 同 じ 。） 及 び 保 育 士 （ 国 家 戦 略 特 別 区 域

法 （ 平 成 25 年 法 律 第 107 号 ） 第 12 条 の ５ 第 ２ 項 の 国 家 戦 略 特 別

区 域 限 定 保 育 士 を 含 む 。 以 下 同 じ 。）             

  ア  児 童 指 導 員 及 び 保 育 士 の 総 数  (ア) か ら (ウ) ま で に 掲 げ る 指 定 

   福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ(ア) か ら (ウ) ま で 

   に 定 め る 数 

    (ア)  主 と し て 知 的 障 害 の あ る 児 童 を 入 所 さ せ る 指 定 福 祉 型 障  

                      ４   
    害 児 入 所 施 設  通 じ て お お む ね 障 害 児 の 数 を   で 除 し て  
                        4.3      

    得 た 数 以 上 （ 30 人 以 下 の 障 害 児 を 入 所 さ せ る 指 定 福 祉 型 障 

    害 児 入 所 施 設 に あ っ て は 、 当 該 数 に １ を 加 え た 数 以 上 ）   

   (イ)  主 と し て 盲 児 （ 強 度 の 弱 視 児 を 含 む 。 次 条 第 ２ 項 第 ２ 号  

及 び 第 ４ 項 に お い て 同 じ 。） 又 は ろ う あ 児 （ 強 度 の 難 聴 児  

を 含 む 。 同 条 第 ２ 項 第 ３ 号 に お い て 同 じ 。） （ 同 条 第 １ 項  

た だ し 書 に お い て 「 盲 ろ う あ 児 」 と い う 。） を 入 所 さ せ る  

                           
指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設  通 じ て お お む ね 障 害 児     
                       で あ る  

                          
乳 児 又 は 幼 児 （ 同 条 第 ３ 項 第 ３ 号 及 び 第 53 条 第 １ 項 第 ２ 号  

                          
              の 数 を ４ で 除 し て 得 た 数   
に お い て 「 乳 幼 児 」 と い う 。）            及  

                          
                        以 上  
び 障 害 児 で あ る 少 年 の 数 を ５ で 除 し て 得 た 数 の 合 計 数    

（ 35 人 以 下 の 障 害 児 を 入 所 さ せ る 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施  

         数 に                 
設 に あ っ て は 、 当 該     １ を 加 え た 数 以 上 ）      
         合 計 数 に               

   （ (ウ) 、 イ 、 ウ 、 第 ４ 号 か ら 第 ６ 号 ま で 及 び 第 ２ 項 省 略 ）    

３  前 項 に 規 定 す る 心 理 指 導 担 当 職 員 は 、 学 校 教 育 法 （ 昭 和 22 年 法  
                               

 律 第 26 号 ） の 規 定 に よ る 大 学 （ 短 期 大 学 を 除 く 。） 若 し く は 大 学  
                               
 院 に お い て 心 理 学 を 専 修 す る 学 科 、 研 究 科 若 し く は こ れ ら に 相 当  
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 す る 課 程 を 修 め て 卒 業 し た 者 で あ っ て 、 個 人 及 び 集 団 心 理 療 法 の  
                               
 技 術 を 有 す る も の 又 は こ れ と 同 等 以 上 の 能 力 を 有 す る と 認 め ら れ  
                               
 る 者 で な け れ ば な ら な い 。                   
                               
４                  第 ２ 項           
  第 １ 項 各 号 （ 第 １ 号 を 除 く 。） 及 び    に 規 定 す る 従 業 者 は  
３                  前 項            

 、 専 ら 当 該 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 の 職 務 に 従 事 す る 者 で な け  

 れ ば な ら な い 。 た だ し 、 障 害 児 の 支 援 に 支 障 が な い 場 合 は 、 第 １  

 項 第 ４ 号 の 栄 養 士 及 び 同 項 第 ５ 号 の 調 理 員 に つ い て は 、 併 せ て 設  

 置 す る 他 の 社 会 福 祉 施 設 の 職 務 に 従 事 さ せ る こ と が で き る 。    

 （ 設 備 ）                           

第 ６ 条  （ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 省 略 ）   

３  第 １ 項 の 居 室 の 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。  

   （ 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 省 略 ）  

                乳 児 又 は 幼 児 （ 以 下 「 乳 幼 児 」  
 (3)  前 ２ 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、                
                乳 幼 児             

  と い う 。）                         
       の み の 一 の 居 室 の 定 員 は ６ 人 以 下 と し 、 １ 人 当 た り  
                               

  の 床 面 積 は 3.3 平 方 メ ー ト ル 以 上 と す る こ と 。         

   （ 第 ４ 号 、 第 ４ 項 及 び 第 ５ 項 省 略 ）  

 （ 入 所 支 援 計 画 の 作 成 等 ）                   

第 22 条  （ 第 １ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 省 略 ）              

５  児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 は 、 入 所 支 援 計 画 の 作 成 に 当 た っ て は  

 、 障 害 児 に 対 す る 指 定 入 所 支 援 の 提 供 に 当 た る 担 当 者 等 を 招 集 し  

      （ テ レ ビ 電 話 装 置 そ の 他 の 情 報 通 信 機 器 （ 以 下 「 テ レ  
 て 行 う 会 議                          
                               
 ビ 電 話 装 置 等 」 と い う 。） を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す  
                               
 る 。）                            
    を 開 催 し 、 入 所 支 援 計 画 の 原 案 に つ い て 意 見 を 求 め る も の  
                               

 と す る 。                           

   （ 第 ６ 項 か ら 第 10 項 ま で 省 略 ）               
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 （ 運 営 規 程 ）                         

第 35 条  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 は 、 次 に 掲 げ る 施 設 の 運 営 に つ 

                 以 下             
 い て の 重 要 事 項 に 関 す る 運 営 規 程 （        「 運 営 規 程 」 
                 第 41 条 に お い て        

 と い う 。） を 定 め て お か な け れ ば な ら な い 。           

   （ 第 １ 号 か ら 第 10 号 ま で 省 略 ）               

 （ 勤 務 体 制 の 確 保 等 ）                     

第 36 条  （ 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 省 略 ）              

４  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 は 、 適 切 な 指 定 入 所 支 援 の 提 供 を 確  
                               
 保 す る 観 点 か ら 、 職 場 に お い て 行 わ れ る 性 的 な 言 動 又 は 優 越 的 な  
                               
 関 係 を 背 景 と し た 言 動 で あ っ て 業 務 上 必 要 か つ 相 当 な 範 囲 を 超 え  
                               
 た も の に よ り 従 業 者 の 就 業 環 境 が 害 さ れ る こ と を 防 止 す る た め の  
                               
 方 針 の 明 確 化 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。    
                               
 （ 業 務 継 続 計 画 の 策 定 等 ）                   
                               
第 36 条 の ２  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 は 、 感 染 症 、 非 常 災 害 等 の  
                               
 発 生 時 に お い て 、 利 用 者 に 対 す る 指 定 入 所 支 援 の 提 供 を 継 続 的 に  
                               
 実 施 す る た め 及 び 非 常 時 の 体 制 で 早 期 の 業 務 再 開 を 図 る た め の 計  
                               
 画 （ 以 下 「 業 務 継 続 計 画 」 と い う 。） を 策 定 し 、 当 該 業 務 継 続 計  
                               
 画 に 従 い 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。          
                               
２  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 は 、 従 業 者 に 対 し 、 業 務 継 続 計 画 に  
                               
 つ い て 周 知 す る と と も に 、 必 要 な 研 修 及 び 訓 練 を 定 期 的 に 実 施 し  
                               
 な け れ ば な ら な い 。                      
                               
３  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 は 、 定 期 的 に 業 務 継 続 計 画 の 見 直 し  
                               
 を 行 い 、 必 要 に 応 じ て そ の 変 更 を 行 う も の と す る 。        
                               

 （ 非 常 災 害 の 対 策 ）                      

第 38 条  （ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 省 略 ）                
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３  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 は 、 前 項 に 規 定 す る 訓 練 の 実 施 に 当  
                               
 た っ て 、 地 域 住 民 の 参 加 が 得 ら れ る よ う 連 携 に 努 め な け れ ば な ら  
                               
 な い 。                            
                               

 （ 衛 生 管 理 等 ）                        

第 39 条  （ 第 １ 項 省 略 ）                     

２  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 は 、 当 該 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設  

                  及 び          、  
 に お い て 感 染 症 及 び 食 中 毒 が 発 生 し 、   ま ん 延 し な い よ う に   
                  又 は          必  
 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば                 
                 な ら な い 。          
 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め な け れ ば               
 (1)  当 該 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に お け る 感 染 症 及 び 食 中 毒 の  
                               
  予 防 及 び ま ん 延 の 防 止 の た め の 対 策 を 検 討 す る 委 員 会 （ テ レ ビ  
                               
  電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。） を 定 期  
                               
  的 に 開 催 す る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 従 業 者 に 周 知 徹 底  
                               
  を 図 る こ と 。                        
                               
 (2)  当 該 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に お け る 感 染 症 及 び 食 中 毒 の  
                               

  予 防 及 び ま ん 延 の 防 止 の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。      
                               
 (3)  当 該 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に お い て 、 従 業 者 に 対 し 、 感  
                               

  染 症 及 び 食 中 毒 の 予 防 及 び ま ん 延 の 防 止 の た め の 研 修 並 び に 感  
                               
  染 症 の 予 防 及 び ま ん 延 の 防 止 の た め の 訓 練 を 定 期 的 に 実 施 す る  
                               
  こ と 。   
                         

 （ 掲 示 ）                           

第 41 条  （ 第 １ 項 省 略 ）                     

２  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 は 、 前 項 に 規 定 す る 重 要 事 項 を 記 載  
                               
 し た 書 面 を 当 該 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に 備 え 付 け 、 か つ 、 こ  
                               
 れ を い つ で も 関 係 者 に 自 由 に 閲 覧 さ せ る こ と に よ り 、 同 項 の 規 定  
                               
 に よ る 掲 示 に 代 え る こ と が で き る 。               
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 （ 身 体 拘 束 等 の 禁 止 ）                     

第 42 条  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 は 、 指 定 入 所 支 援 の 提 供 に 当 た  

 っ て は 、 当 該 障 害 児 又 は 他 の 障 害 児 の 生 命 又 は 身 体 を 保 護 す る た  

 め 緊 急 や む を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 そ の 他 障 害 児 の 行 動  

         以 下                     
 を 制 限 す る 行 為 （       「 身 体 拘 束 等 」 と い う 。） を 行 っ  
         次 項 に お い て                 

 て は な ら な い 。                        

   （ 第 ２ 項 省 略 ）                      

３  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 は 、 身 体 拘 束 等 の 適 正 化 を 図 る た め  
                               
 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。           
                               
 (1)  身 体 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 対 策 を 検 討 す る 委 員 会 （ テ レ ビ  
                               
  電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と が で き る も の と す る 。） を 定 期  
                               
  的 に 開 催 す る と と も に 、 そ の 結 果 に つ い て 、 従 業 者 に 周 知 徹 底  
                               
  を 図 る こ と 。                        
                               
 (2)  身 体 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 指 針 を 整 備 す る こ と 。      
                               

 (3)  従 業 者 に 対 し 、 身 体 拘 束 等 の 適 正 化 の た め の 研 修 を 定 期 的 に  
                               

  実 施 す る こ と 。                       
                               

 （ 虐 待 等 の 禁 止 ）                       

第 43 条  （ 第 １ 項 省 略 ）                     

２  指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 は 、 虐 待 の 発 生 又 は そ の 再 発 を 防 止  
                               
 す る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。       
                               
 (1)  当 該 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に お け る 虐 待 の 防 止 の た め の  
                               
  対 策 を 検 討 す る 委 員 会 （ テ レ ビ 電 話 装 置 等 を 活 用 し て 行 う こ と  
                               
  が で き る も の と す る 。） を 定 期 的 に 開 催 す る と と も に 、 そ の 結  
                               
  果 に つ い て 、 従 業 者 に 周 知 徹 底 を 図 る こ と 。          
                               
 (2)  当 該 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に お い て 、 従 業 者 に 対 し 、 虐  
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  待 の 防 止 の た め の 研 修 を 定 期 的 に 実 施 す る こ と 。        
                               
 (3)  前 ２ 号 に 掲 げ る 措 置 を 適 切 に 実 施 す る た め の 担 当 者 を 置 く こ  
                               

  と 。                            
                               

 （ 準 用 ）                           

第 58 条  第 ７ 条 か ら 第 17 条 ま で 、 第 19 条 、 第 21 条 か ら 第 39 条 ま で 、 

 第 41 条 か ら 第 45 条 ま で 、 第 46 条 第 １ 項 、 第 47 条 か ら 第 50 条 ま で 及 

 び 第 52 条 の 規 定 は 、 指 定 医 療 型 障 害 児 入 所 施 設 に つ い て 準 用 す る 

 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 17 条 第 ２ 項 た だ し 書 中 「 次 条 第 １ 項 」 と 

 あ る の は 「 第 55 条 第 １ 項 」 と 、 第 30 条 中 「 医 療 機 関 」 と あ る の は 

 「 他 の 専 門 医 療 機 関 」 と 、 第 33 条 中 「 障 害 児 入 所 給 付 費 」 と あ る 

                         第 41 条 第 １ 
 の は 「 障 害 児 入 所 給 付 費 及 び 障 害 児 入 所 医 療 費 」 と 、       
                         第 41 条 

 項                              
  中 「 前 条 第 １ 項 の 協 力 医 療 機 関 及 び 同 条 第 ２ 項 の 協 力 歯 科 医 療  
                               

 機 関 」 と あ る の は 「 第 57 条 の 協 力 歯 科 医 療 機 関 」 と 読 み 替 え る も  

 の と す る 。                          

                          

   横 浜 市 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る 条 例    

   等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 抜 粋 ）              

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 
   附  則                          

   （ 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 省 略 ） 

４  こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 横 浜 市 指 

定 障 害 児 入 所 施 設 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 第 

５ 条 第 ４ 項 及 び 第 ６ 条 第 ６ 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け て い る 指 定 福 祉 

型 障 害 児 入 所 施 設 （ 横 浜 市 指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 の 人 員 、 設 備 、 

運 営 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 第 ２ 条 第 １ 号 の 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 
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施 設 を い う 。） に つ い て は 、 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 横 浜 市 

指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 準 に 関 す る 条 例 

                   令 和 ４ 年 ３ 月 31 日    
 第 ５ 条 及 び 第 ６ 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、         ま で の 
                   平 成 33 年 ３ 月 31 日    

 間 は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。                      
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